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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　　ち

　　　　　　　新十日町市長期発展計画・墓本計画

　十日町市長

本田欣二郎

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
は
、
「
市
民
こ
そ
が
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
で
あ
り
、
同
時
に
市
民
参
加
こ
そ

が
、
ま
ち
づ
く
り
の
要
で
あ
る
」
と
常
々
職
員
に
話
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
と
私
た
ち
行
政
が
、
知
恵
を
出
し
合
い
、
協
力
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

今
年
一
年
が
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
ま
た
十
日
町
市
全
体
に
と
っ
て
、
明
る
く

輝
く
年
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
社
会
経
済
情
勢
は
バ
ブ
ル
経
済
の
破
綻
を
契
機
と
し
た

産
業
の
空
洞
化
が
続
く
一
方
、
情
報
化
、
国
際
化
、
高
齢
化
、
少
子
化
、
そ
し

て
物
質
的
な
豊
か
さ
か
ら
心
の
豊
か
さ
へ
の
価
値
観
の
変
化
な
ど
、
新
し
い
時

代
の
流
れ
へ
の
的
確
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
当
市
に
お
い
て

は
一
昨
年
1
0
月
の
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
「
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
」
の
オ
ー
プ
ン
、
昨

年
3
月
の
「
ほ
く
ほ
く
線
」
の
開
通
を
契
機
に
、
外
部
か
ら
大
勢
の
人
た
ち
を

呼
び
込
む
こ
と
に
よ
り
十
日
町
市
を
元
気
に
す
べ
く
、
「
交
流
」
人
口
を
増
や
そ

う
と
い
う
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
足
腰
の
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、

『
市
民
の
願
い
』
を
基
本
理
念
に
、
「
や
さ
し
さ
と
　
ふ
れ
あ
い
に
満
ち
た
　
活

力
あ
ふ
れ
る
都
市
（
ま
ち
）
…
…
雪
と
き
も
の
の
ま
ち
　
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
」

を
将
来
の
都
市
像
と
し
た
『
新
十
日
町
市
長
期
発
展
計
画
・
基
本
構
想
』
を
昨

年
5
月
に
策
定
し
ま
し
た
。
ま
た
1
2
月
に
は
、
基
本
構
想
を
実
現
す
る
た
め
の

具
体
的
な
方
策
を
明
ら
か
に
し
た
「
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、
基
本
計
画
の
主
要
な
部
分
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
計
画
は
平
成
1
0
年
度
を
ス
タ
ー
ト
と
し
、
1
9
年
度
ま
で
の
1
0
か
年
（
前
期

計
画
／
1
0
～
1
4
年
度
、
後
期
計
画
／
1
5
～
1
9
年
度
）
を
見
据
え
た
計
画
で
、
次

の
6
本
の
基
本
目
標
ご
と
に
施
策
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
①
自
然
と
調
和
し
た
魅
力
あ
る
都
市
基
盤
づ
く
り

　
②
活
力
に
満
ち
未
来
を
拓
く
（
ひ
ら
く
）
産
業
づ
く
り

　
③
豊
か
な
心
と
創
造
性
に
富
む
人
づ
く
り

　
④
安
ら
ぎ
の
あ
る
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り

　
⑤
健
や
か
で
や
さ
し
さ
に
あ
ふ
れ
た
福
祉
社
会
づ
く
り

　
⑥
ふ
れ
あ
い
が
織
り
な
す
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

　
こ
の
計
画
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
な
く
し
て
は
実
現
で
き
な
い
事
業

も
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
県
の
動
き
や
財
源
の
問
題
な
ど
も
あ
り
、
年
度

別
に
優
先
順
位
を
つ
け
、
常
に
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
3
ぺ
ー
ジ
か
ら
9
ぺ
ー
ジ
を
お
読
み
い
た
だ
き
、
そ
し
て
ま
た
、

大
勢
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
等
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

2

＼
＼



〈
社
会
生
活
を
支
え
る
交
通
網
の
整
備
〉

①
道
路
交
通
網
の
整
備

　
広
域
的
な
道
路
体
系
の
整
備
を
す
る
た
め
、

県
が
進
め
て
い
る
「
広
域
道
路
網
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
」
の
策
定
と
連
携
し
、
道
路
網
の
計
画

を
策
定
し
ま
す
。
地
域
高
規
格
道
路
（
上
越
魚

沼
地
域
振
興
快
速
道
路
）
は
沿
線
市
町
村
と
連

携
し
て
、
全
線
整
備
区
間
へ
の
昇
格
と
早
期
完

成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
し
ま
す
。
ま
た
、
整

備
区
問
に
な
っ
た
十
日
町
・
六
日
町
間
は
早
期

完
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
日
本
海
地
域
の
拠
点
都
市
新
潟
市
と
長

野
．
中
京
地
域
を
連
絡
す
る
た
め
、
関
越
自
動

車
道
と
上
信
越
自
動
車
道
を
結
ぶ
地
域
高
規
格

道
路
の
事
業
化
を
進
め
ま
す
。

　
国
道
に
つ
い
て
は
1
1
7
号
の
歩
道
の
整
備
、

危
険
箇
所
の
改
善
、
2
5
3
号
の
十
日
町
橋
の

整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。
県
道
に
つ
い
て
は
広

域
的
な
利
用
、
集
落
と
市
街
地
を
結
ぶ
幹
線
道

路
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
主
要
地
方
道

へ
の
昇
格
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
市
道
に
つ
い
て
は
都
市
計
画
道
路
の

整
備
、
雪
に
強
い
道
路
整
備
の
推
進
と
合
わ
せ
、

景
観
に
配
慮
し
た
整
備
を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
歩
行
者
の
安
全
確
保
を

一
層
進
め
る
た
め
、
通
学
路
や
公
共
施
設
、
日

常
の
買
い
物
な
ど
で
歩
行
者
の
多
い
危
険
箇
所

を
中
心
に
歩
道
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

②
公
共
交
通
機
関
の
充
実

　
J
R
飯
山
線
、
ほ
く
ほ
く
線
の
輸
送
力
の
強

化
、
観
光
列
車
の
増
設
や
利
用
客
の
利
便
性
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
山
間
地
住
民
の
足
の
確
保
や
市
街
地

の
利
便
性
を
図
る
た
め
、
廃
止
路
線
代
替
バ
ス

運
行
の
継
続
や
、
市
内
の
公
共
施
設
な
ど
を
循

環
す
る
市
内
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

新
潟
へ
の
高
速
バ
ス
は
運
行
時
間
帯
や
経
路
な

ど
の
改
善
を
関
係
機
関
に
働
き
か
け
ま
す
。

〈
魅
力
あ
ふ
れ
る
都
市
基
盤
の
整
備
〉

①
美
し
い
ま
ち
並
み
整
備

　
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
指
針
と
し

て
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
推
進
に
努

め
ま
す
。
中
心
商
店
街
の
活
性
化
を
目
指
し
、

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
都
市
空
間
を
つ
く
る
た
め
、

商
業
基
盤
施
設
を
中
心
と
し
た
都
市
機
能
の
整

備
を
進
め
ま
す
。
．

　
ま
た
、
駅
西
側
は
文
教
施
設
な
ど
を
中
心
に

良
好
な
居
住
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
土
地
区
画

整
理
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　
農
村
地
域
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
資
源
を
生

か
し
た
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
生
活
環
境

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
十
日
町
ら
し
い
ま
ち
並
み
景
観
を

整
備
す
る
た
め
に
、
景
観
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
策
定
を
行
い
ま
す
。

②
憩
い
の
公
園
・
緑
地
の
整
備

　
市
の
総
合
的
な
緑
化
を
進
め
る
た
め
、
緑
の

基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　
総
合
公
園
に
つ
い
て
は
、
事
業
着
手
以
来
相

当
の
期
間
も
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
計
画

の
見
直
し
と
、
早
期
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
街
地
の
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を

図
る
た
め
、
緑
道
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
さ
ら

に
、
既
存
公
園
の
再
整
備
や
空
き
地
の
利
用
、

境
内
地
な
ど
の
活
用
を
進
め
、
災
害
時
の
緊
急

避
難
場
所
と
し
て
も
利
用
し
ま
す
。

③
う
る
お
い
の
あ
る
水
環
境
整
備

　
長
期
的
に
安
定
し
た
水
の
供
給
を
行
う
た
め
、

地
下
水
の
利
用
適
正
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、

総
合
的
な
水
需
給
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　
建
設
省
と
連
携
し
て
妻
有
大
橋
を
中
心
と
し

た
範
囲
に
、
市
民
が
川
と
親
し
む
こ
と
の
で
き

る
信
濃
川
水
辺
空
間
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
信
濃
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会
な
ど

の
市
民
運
動
を
全
市
的
に
盛
り
上
げ
、
流
量
確

保
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
堤
防
の
未
改
修
区

間
の
整
備
、
生
き
物
が
生
息
し
や
す
い
環
境
へ

の
配
慮
を
行
い
ま
す
。

〈
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進
〉

①
土
地
利
用
計
画
の
策
定

　
都
市
計
画
法
や
農
振
法
、
農
地
法
、
森
林
法

な
ど
の
個
別
法
に
よ
っ
て
策
定
さ
れ
て
い
る
計

画
を
、
総
合
的
に
調
整
す
る
た
め
の
土
地
利
用

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

②
計
画
的
な
土
地
利
用
の
た
め
に

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
市

街
地
形
成
を
促
進
す
る
た
め
の
用
途
地
域
の
見

直
し
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
土
地
の
効
率
的
な

利
用
と
適
正
な
農
業
振
興
地
域
を
整
備
す
る
た

め
、
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
全
市
的
な
見

直
し
を
行
い
ま
す
。

　
森
林
に
つ
い
て
は
、
緑
豊
か
な
魅
力
あ
る
空

問
を
つ
く
る
た
め
、
環
境
に
配
慮
し
た
開
発
と

保
全
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
国
土
調
査
事
業
の
再
開
に
向
け
た
調

査
・
検
討
や
、
土
地
利
用
状
況
の
把
握
を
す
る

う
え
で
重
要
な
管
内
地
図
の
全
面
見
直
し
と
整

備
を
行
い
ま
す
。

〈
近
代
化
に
よ
る
新
し
い
農
林
業
の
振
興
〉

①
生
産
基
盤
の
整
備

　
効
率
的
で
安
定
し
た
農
業
を
推
進
す
る
た
め
、

大
型
機
械
の
導
入
が
可
能
な
ほ
場
の
整
備
や
、

農
道
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
農
地
の
荒

廃
防
止
や
優
良
農
用
地
の
確
保
、
農
地
の
流
動

化
に
努
め
ま
す
。

②
農
業
経
営
の
強
化

　
経
営
面
で
は
後
継
者
不
足
が
大
き
な
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
新
規
就
農
者
の
受

入
れ
や
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、
生
産
組
織
の

育
成
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
通
年
営
農
や

複
合
経
営
の
推
進
、
経
営
規
模
の
拡
大
、
機
械

や
施
設
の
共
同
利
用
な
ど
に
よ
り
、
所
得
の
向

上
を
目
指
し
ま
す
。

　
雪
を
利
用
し
た
出
荷
調
整
に
よ
る
有
利
販
売
、

有
機
無
（
低
）
農
薬
農
法
や
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
活
用
な
ど
、
新
技
術
を
導
入
し
ま
す
。

　
ま
た
、
基
幹
作
物
で
あ
る
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ

リ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
や
ネ
ギ
な
ど
の
畑
作
物
な

ど
に
つ
い
て
は
、
高
品
質
化
、
消
費
者
二
ー
ズ

ヘ
の
対
応
を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
最
近
急
成

長
し
て
い
る
施
設
き
の
こ
か
ら
出
る
廃
オ
ガ
や

籾
が
ら
、
農
村
集
落
排
水
事
業
に
よ
る
汚
泥
な

ど
を
一
元
処
理
し
、
堆
肥
と
し
て
活
用
す
る
た

め
の
堆
肥
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

　
米
の
生
産
調
整
に
つ
い
て
は
、
農
業
生
産
の

継
続
的
な
維
持
発
展
の
た
め
に
重
要
で
あ
り
、

今
後
も
集
落
ぐ
る
み
の
転
作
組
合
で
行
う
「
と

も
補
償
」
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

③
林
業
の
振
興

　
計
画
的
な
保
育
・
造
林
に
よ
る
産
地
化
と
、

間
伐
材
を
活
用
し
た
林
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
計
画
的
な
林
道
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、

林
業
者
の
所
得
の
向
上
と
安
定
経
営
を
図
る
た

め
、
き
の
こ
類
や
山
菜
加
工
な
ど
、
特
用
林
産

物
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
森
林
の
持
つ
自
然
環
境
を
生
か
し
、

ス
キ
ー
場
や
キ
ャ
ン
プ
場
、
森
林
公
園
な
ど
の

利
用
を
推
進
し
ま
す
。
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新十日町市長期発展計画

④
中
山
間
地
域
の
活
性
化

　
中
山
間
地
域
は
平
場
と
比
較
し
て
、
厳
し
い

自
然
条
件
の
中
で
農
業
経
営
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
中
山
間
地
域
の
活
性
化
に
は
生
産
基
盤

の
整
備
や
生
活
環
境
の
整
備
と
と
も
に
、
都
市

と
の
交
流
な
ど
も
必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
、
ほ
場
整
備
の
推
進
に
よ
る
優
良
農

地
の
確
保
、
環
境
整
備
に
よ
る
定
住
条
件
の
改

善
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
体
験
交
流
施
設
、
観

光
農
園
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
よ

る
都
市
と
の
交
流
を
推
進
し
ま
す
。

　
〈
活
力
と
創
造
性
の
あ
る
工
業
の
振
興
〉

①
地
場
産
業
の
振
興
と
高
度
化

　
地
場
産
業
で
あ
る
織
物
業
の
振
興
を
図
る
た

め
、
ク
ロ
ス
ー
0
周
辺
に
織
物
関
連
の
工
房
を
集

め
た
「
匠
の
里
」
の
建
設
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

消
費
者
二
ー
ズ
に
合
っ
た
流
通
形
態
の
構
築
や
、

「
き
も
の
フ
ラ
イ
デ
ー
」
な
ど
着
物
を
着
る
機

会
を
つ
く
り
、
着
物
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
新
商
品
の
開
発
や
高
度
な
技
術
力
・

ア
イ
デ
ィ
ア
を
生
か
し
た
新
分
野
へ
の
進
出
を

図
る
と
と
も
に
、
そ
の
た
め
の
技
術
研
修
に
力

を
注
ぎ
ま
す
。

②
新
産
業
の
創
出

　
国
．
県
な
ど
の
補
助
制
度
の
活
用
や
、
市
の

企
業
誘
致
制
度
の
拡
大
な
ど
に
よ
り
、
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
へ
の
各
種
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
企
業
誘
致
を
進
め
る
た
め
、
工
場
適

地
調
査
を
行
い
工
業
団
地
な
ど
の
造
成
を
進
め

ま
す
。
さ
ら
に
、
新
た
な
産
業
創
出
を
図
る
た

め
、
織
物
産
業
や
情
報
産
業
な
ど
の
異
業
種
問

交
流
を
促
進
し
ま
す
。

〈
活
気
に
満
ち
た
商
業
の
振
興
〉

①
商
店
街
の
整
備

　
中
心
商
店
街
に
つ
い
て
は
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

　
ソ
フ
ト
事
業
の
展
開
に
よ
り
に
ぎ
わ
い
を
つ
く

り
出
す
と
と
も
に
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
整
備
や
交

流
施
設
な
ど
、
商
業
拠
点
施
設
の
整
備
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
周
辺
商
店
街
に
つ
い
て
は
消
費

者
と
結
び
付
き
の
強
い
、
利
便
性
の
高
い
商
店

街
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

②
経
営
基
盤
の
強
化

　
商
店
街
組
織
の
強
化
、
リ
ー
ダ
ー
や
後
継
者

・
の
育
成
な
ど
に
よ
り
、
経
営
基
盤
の
強
化
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
経
営
指
導
や
従
業
員
の
労
働

条
件
の
改
善
な
ど
を
促
進
し
ま
す
。

　
〈
雇
用
の
安
定
と
人
材
の
確
保
〉

①
雇
用
の
安
定
と
環
境
の
充
実

　
多
様
な
業
種
の
立
地
促
進
や
新
規
学
卒
就
職

者
の
確
保
、
U
タ
ー
ン
登
録
の
推
進
な
ど
に
よ

り
人
材
の
確
保
を
行
“
ま
す
。

　
ま
た
、
労
働
条
件
の
改
善
を
行
う
こ
と
に
よ

り
魅
力
あ
る
職
場
環
境
づ
く
り
を
行
う
と
と
も

に
、
勤
労
者
の
住
宅
確
保
、
福
祉
施
設
の
機
能

充
実
を
図
る
た
め
の
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
の
設
置
を
目
指
し
ま
す
。

②
人
材
の
育
成
と
確
保

　
ク
ロ
ス
ー
0
や
織
物
工
業
協
同
組
合
な
ど
を
中

心
と
し
た
技
術
研
修
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

産
業
の
高
度
化
や
ハ
イ
テ
ク
化
に
対
応
で
き
る

人
材
を
育
成
・
確
保
す
る
た
め
、
十
日
町
テ
ク

ノ
ス
ク
ー
ル
や
素
材
応
用
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー

の
充
実
強
化
を
働
き
か
け
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

者
や
女
性
、
障
害
者
の
就
業
機
会
の
拡
大
と
、

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
図
り
ま
す
。

〈
学
校
教
育
の
充
実
〉

①
幼
児
教
育
の
充
実

　
家
庭
や
地
域
で
の
幼
児
教
育
の
充
実
を
図
る

た
め
、
社
会
教
育
や
保
健
福
祉
分
野
に
お
け
る

幼
児
の
学
習
機
会
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
親

子
の
ふ
れ
あ
い
の
機
会
を
充
実
し
ま
す
コ

　
ま
た
、
小
学
校
教
育
と
の
連
続
性
を
ス
ム
ー

ス
に
す
る
た
め
、
幼
稚
園
、
保
育
所
、
小
学
校
、

家
庭
、
地
域
と
の
相
互
理
解
と
連
携
強
化
を
図

り
ま
す
。

②
小
・
中
学
校
教
育
の
充
実

　
児
童
．
生
徒
の
減
少
が
進
み
複
式
学
級
や
小

規
模
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
地
域
住
民
の
合

意
を
得
な
が
ら
学
校
の
統
廃
合
を
計
画
的
に
進

め
、
学
校
規
模
の
適
正
化
を
図
り
ま
す
。

　
施
設
整
備
の
面
で
は
、
水
沢
小
学
校
の
校
舎

増
築
と
屋
内
体
育
館
の
建
設
、
老
朽
化
が
進
ん

だ
学
校
の
大
規
模
改
修
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
学
校
生
活
に
適
応
で
き
な
い
（
い
じ
め
や

登
校
拒
否
）
児
童
・
生
徒
を
学
校
に
復
帰
さ
せ

る
た
め
、
い
き
い
き
ス
ク
ー
ル
や
体
験
的
教
育

活
動
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
国
際
社
会
に
対
応
で
き
る
資
質
を

養
う
た
め
、
国
際
理
解
教
育
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
情
報
活
用
能
力
を
育
成
す
る
た
め
教

育
用
パ
ソ
コ
ン
の
計
画
的
な
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
中
学
校
の
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
前
期
計

画
の
中
で
完
全
実
施
し
ま
す
。

前
期
計
画
の
主
な
事
業

　
　
　
　
　
（
平
成
1
0
年
度
～
1
4
年
度
）

自
然
と
調
和
し
た
魅
力
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
都
市
基
盤
づ
く
り

〈
社
会
生
活
を
支
え
る
交
通
網
の
整
備
〉

・
道
路
網
計
画
の
策
定

．
上
越
魚
沼
地
域
振
興
快
速
道
路
の
整
備
促
進

・
国
道
ル
号
歩
道
整
備

．
国
道
圏
号
吉
田
ト
ン
ネ
ル
整
備

．
主
要
地
方
道
十
日
町
当
間
塩
沢
線

　
　
　
　
　
　
　
　
大
沢
山
ト
ン
ネ
ル
整
備

．
主
要
地
方
道
大
和
焼
野
線
道
路
改
良

．
主
要
地
方
道
十
日
町
川
西
線
道
路
改
良

．
主
要
地
方
道
十
日
町
塩
沢
線
道
路
敬
良

．
市
道
高
山
太
子
堂
線
道
路
改
良

．
市
道
新
光
寺
北
原
線
道
路
改
良

．
市
道
幸
町
小
黒
沢
線
歩
道
整
備

．
市
道
高
山
城
之
古
線
歩
道
整
備

．
市
道
川
治
昭
和
町
線
道
路
改
良

．
市
道
高
山
城
之
古
線
塚
原
橋
橋
梁
整
備

．
㈹
高
山
水
沢
線
道
路
改
良
調
査
計
画

．
市
道
生
活
関
連
道
路
整
備

．
市
内
循
環
バ
ス
の
運
行
（
検
討
）

〈
魅
力
あ
ふ
れ
る
都
市
基
盤
の
整
備
〉

・
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業

．
西
本
町
土
地
区
画
整
理
事
業

．
景
観
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定

・
緑
の
基
本
計
画
策
定

．
総
合
公
園
の
整
備
（
園
路
・
芝
生
ほ
か
）

．
緑
道
の
整
備
（
自
歩
道
整
備
・
植
栽
ほ
か
）

．
大
井
田
農
村
公
園
整
備

・
総
合
的
な
水
需
給
計
画
の
策
定

．
信
濃
川
水
辺
空
間
整
備

〈
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進
〉

・
土
地
利
用
計
画
の
策
定

活
力
に
満
ち

　
　
　
　
未
来
を
拓
く
産
業
づ
く
り

〈
近
代
化
に
よ
る
新
し
い
農
林
業
の
振
興
〉

・
ほ
場
整
備
事
業

　
（
四
日
町
中
条
、
下
条
地
区
ほ
か
）

．
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
等

　
（
中
条
高
原
、
下
条
高
原
地
区
ほ
か
）

．
広
域
営
農
団
地
農
道
整
備
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③
高
等
学
校
・
高
等
教
育
の
充
実

　
年
々
高
ま
る
教
育
費
の
保
護
者
負
担
の
軽
減

と
、
優
秀
な
人
材
の
地
元
定
着
を
図
る
た
め
、

奨
学
金
制
度
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
公
立
高

校
の
施
設
の
開
放
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
高
等
教
育
機
関
の
設
立
・
誘
致
に
つ

い
て
は
、
協
議
会
を
中
心
に
設
立
・
誘
致
に
向

け
て
の
具
体
的
な
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
体

制
づ
く
り
と
財
政
基
盤
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

〈
社
会
教
育
の
充
実
〉

①
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
整
備

　
市
民
の
多
様
化
し
た
学
習
意
欲
に
応
え
た
生

涯
学
習
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
行
政
内
部
の

推
進
体
制
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
民
間
と

の
連
携
・
協
力
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
活
動

の
指
針
と
な
る
生
涯
学
習
推
進
基
本
計
画
を
市

民
参
加
の
も
と
に
作
成
し
ま
す
。

②
学
習
の
場
の
整
備

　
少
年
期
・
青
年
期
・
成
人
期
・
高
齢
期
と
い

う
各
年
代
層
に
応
じ
た
学
級
・
講
座
の
開
設
と
、

女
性
問
題
や
家
庭
教
育
の
面
か
ら
の
学
習
機
会

の
提
供
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
情
報
館
で
は
豊

富
な
資
料
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
図
書

館
活
動
、
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
活
動
、
歴
史
資
料

や
地
域
生
活
情
報
の
提
供
な
ど
、
生
涯
学
習
活

動
と
地
域
情
報
の
受
発
信
を
し
ま
す
。

　
施
設
整
備
の
面
で
は
、
公
民
館
な
ど
の
既
存

施
設
の
整
備
と
、
空
き
教
室
の
有
効
利
用
を
検

討
し
ま
す
。

③
自
主
参
加
活
動
の
奨
励

　
学
習
を
よ
り
深
め
、
自
主
活
動
を
促
進
す
る

た
め
、
団
体
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
育
成
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
学
校
や
地
域
な
ど
と
連
携
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
体
験
す
る
機
会
や
学
習

す
る
機
会
を
拡
大
し
ま
す
。

　
地
域
に
誇
り
と
愛
着
を
持
て
る
よ
う
、
地
域

活
動
や
伝
統
行
事
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

を
支
援
し
、
積
極
的
な
参
加
を
促
進
し
ま
す
。

④
青
少
年
の
健
全
育
成

　
社
会
環
境
の
悪
化
や
非
行
の
低
年
齢
化
、
さ

ま
ざ
ま
な
悩
み
を
持
つ
青
少
年
の
増
加
に
対
応

す
る
た
め
、
少
年
補
導
委
員
活
動
と
相
談
業
務

を
充
実
し
ま
す
。
ま
た
、
青
少
年
の
地
域
活
動

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
子
供
会
の
育
成
や
リ
ー
ダ
ー
の
養

成
を
行
い
ま
す
。

〈
芸
術
・
文
化
の
振
興
〉

①
芸
術
・
文
化
活
動
の
奨
励

　
優
れ
た
音
楽
や
舞
台
芸
術
、
美
術
作
品
な
ど

の
鑑
賞
の
機
会
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
市
民
音

楽
祭
、
美
術
展
、
演
劇
祭
り
な
ど
芸
術
活
動
の

活
性
化
を
図
る
た
め
の
機
会
を
充
実
し
ま
す
。

ま
た
、
文
化
協
会
連
合
会
の
育
成
や
有
能
な
指

導
者
の
招
へ
い
に
よ
る
、
地
元
指
導
者
の
育
成

な
ど
も
行
い
ま
す
。

　
施
設
整
備
の
面
で
は
、
市
民
会
館
ホ
ー
ル
の

整
備
、
文
化
会
館
・
美
術
館
な
ど
の
建
設
を
、

後
期
計
画
の
中
で
検
討
し
ま
す
。

②
文
化
財
の
保
護
と
活
用

　
悠
久
の
昔
に
開
花
し
た
火
焔
土
器
や
縄
文
時

代
の
編
布
の
技
術
を
受
け
継
ぐ
越
後
ア
ン
ギ
ン

を
郷
土
の
宝
、
地
域
の
誇
り
と
し
て
保
護
活
用

す
る
と
と
も
に
、
広
く
国
内
外
に
情
報
発
信
し
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
火
焔
土
器
を
中
核
に
据
え
た
火
焔
の

都
構
想
の
実
現
に
向
け
、
計
画
的
に
施
設
の
整

備
を
行
い
ま
す
。

〈
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
〉

①
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

　
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
充
実
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
に
努
め
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
よ
る
健
康

と
体
力
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
学
校

週
5
日
制
へ
の
対
応
と
し
て
、
少
年
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
を
育
成
し
ま
す
。

　
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
向
上
で
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
期

か
ら
の
一
貫
、
し
た
指
導
体
制
の
確
立
と
、
優
秀

な
コ
ー
チ
な
ど
の
招
へ
い
を
行
い
ま
す
。

②
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備

　
既
存
施
設
の
改
修
・
改
善
、
笹
山
陸
上
競
技

場
の
改
修
、
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
、
吉
田

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
施
設
の
整
備
を
進

め
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
の
効
率
的
な
運
営
や
活
性
化
を

図
る
た
め
、
外
部
委
託
を
含
め
た
管
理
運
営
体

制
を
整
備
し
ま
す
。

〈
豊
か
な
生
活
環
境
の
整
備
〉

①
上
水
道
の
整
備

　
配
水
管
網
な
ど
上
水
道
施
設
の
効
率
的
な
整

備
を
図
る
た
め
、
道
路
改
良
や
下
水
道
事
業
に

合
わ
せ
た
配
水
管
の
布
設
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
水
資
源
の
確
保
に
努
め
な
が
ら
、
渇
水
・

震
災
対
策
な
ど
に
配
慮
し
た
、
第
4
期
拡
張
事

業
を
行
い
ま
す
。

・
農
村
総
合
整
備
事
業
（
十
日
町
西
南
部
地
区
）

・
農
村
自
然
環
境
整
備
事
業
調
査

　
（
十
日
町
北
部
地
区
）

・
農
村
活
性
化
住
環
境
整
備
事
業
調
査

　
（
十
日
町
西
南
部
地
区
）

・
農
業
構
造
改
善
事
業

・
新
潟
県
農
林
水
産
業
総
合
振
興
事
業

　
（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
建
設
ほ
か
）

・
新
生
産
調
整
推
進
対
策
市
単
奨
励
事
業

・
新
規
就
農
支
援
特
別
対
策
事
業

・
農
業
後
継
者
結
婚
促
進
事
業

・
林
道
整
備
事
業

〈
活
力
と
創
造
性
の
あ
る
工
業
の
振
興
〉

・
き
も
の
普
及
事
業

　
（
き
も
の
総
合
求
評
会
、
き
も
の
着
用
運
動
、

き
も
の
サ
ミ
ッ
ト
ほ
か
）

・
き
も
の
需
要
開
拓
事
業

　
（
集
散
地
販
売
促
進
、
き
も
の
新
商
品
開
発
）

・
情
報
収
集
提
供
事
業
（
全
国
市
場
調
査
）

・
企
業
誘
致
推
進
事
業

・
企
業
用
地
の
確
保

　（工

場
適
地
の
調
査
委
託
、
工
業
団
地
の
整
備
）

〈
活
気
に
満
ち
た
商
業
の
振
興
〉

・
商
店
街
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
事
業

・
商
業
基
盤
施
設
整
備
事
業

　
（
中
心
商
店
街
拠
点
施
設
、
ア
ー
ケ
f
ド
整
備
）

・
商
業
環
境
改
善
施
設
整
備
事
業

　
（
駐
車
場
、
融
雪
歩
道
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

整
備
）

・
商
店
街
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
（
街
路
灯
整
備
）

〈
雇
用
の
安
定
と
人
材
の
確
保
〉

・
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
設
置
、
運
営
事
業

豊
か
な
心
と

　
　
　
　
創
造
性
に
富
む
人
づ
く
り

〈
学
校
教
育
の
充
実
〉

・
小
学
校
施
設
整
備
事
業

　
（
水
沢
小
校
舎
・
屋
内
体
育
館
建
設
ほ
か
）

・
中
学
校
施
設
整
備
事
業

　
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
ほ
か
）

・
給
食
施
設
整
備
事
業

　
（
中
央
・
水
沢
学
校
給
食
調
理
場
更
新
、
十

中
給
食
施
設
整
備
）

・
登
校
拒
否
対
策
事
業

・
国
際
化
・
情
報
化
対
応
事
業

　
（
パ
ソ
コ
ン
整
備
、
外
国
語
指
導
助
手
設
置
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新十日町市長期発展計画

　
山
間
地
の
水
道
未
普
及
地
域
に
つ
い
て
は
、

簡
易
水
道
な
ど
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
施
設

の
改
良
な
ど
を
含
め
た
統
合
を
行
い
ま
す
。

②
下
水
道
の
整
備

　
公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
新
座
・
大
井
田

処
理
分
区
の
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
下

水
処
理
セ
ン
タ
ー
の
増
設
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

処
理
水
の
克
雪
用
水
と
し
て
の
リ
サ
イ
ク
ル
利

用
や
、
汚
泥
を
処
理
す
る
た
め
中
越
地
域
に
広

域
汚
泥
焼
却
処
理
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

　
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
は
水
沢
地
域
と

中
条
地
域
で
、
農
業
集
落
排
水
事
業
は
下
条
地

域
な
ど
で
事
業
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
山
問
地

に
お
け
る
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
も
推
進
し

ま
す
。

③
ご
み
・
し
尿
対
策
の
推
進

　
徹
底
し
た
ご
み
分
別
を
す
る
こ
と
に
よ
り
再

資
源
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
多
量
排
出
者

と
抑
制
し
て
い
る
人
と
の
公
平
負
担
を
図
る
た

め
、
市
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
有
料
化
を
検
討

し
ま
す
。

　
ま
た
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
の
中
間
処
理

施
設
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
管
理
型
最
終
処

分
場
の
整
備
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

④
火
葬
場
・
墓
地
の
整
備

　
周
辺
の
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
、
十
日
町
市
・

川
西
町
・
松
代
町
を
対
象
区
域
と
し
た
広
域
火

葬
場
を
建
設
し
ま
す
。

　
墓
地
に
つ
い
て
は
、
周
辺
環
境
に
配
慮
し
た

秩
序
あ
る
整
備
に
努
め
ま
す
。

〈
暮
ら
し
を
守
る
環
境
・
防
災
対
策
の
確
立
〉

①
環
境
の
保
全
と
創
造

　
自
然
環
境
の
大
切
さ
を
認
識
し
て
も
ら
う
た

め
、
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
の
組
織
化
や
学
習
機

会
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
住
み
よ
い
環
境
づ

く
り
条
例
に
基
づ
き
清
潔
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

　
資
源
循
環
型
の
ま
ち
を
目
指
し
、
ご
み
減
量

化
・
資
源
化
協
力
店
の
拡
大
や
リ
サ
イ
ク
ル
団

体
を
育
て
る
と
と
も
に
、
広
域
的
な
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
ま
す
。

②
治
山
・
治
水
対
策
の
推
進

　
緑
豊
か
な
生
活
環
境
の
保
全
・
形
成
を
図
る

た
め
、
地
す
べ
り
防
止
事
業
や
治
山
事
業
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
水
資
源
を
多
目
的
に
利
用

す
る
た
め
、
治
水
ダ
ム
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

③
交
通
安
全
・
防
犯
対
策
の
推
進

　
高
齢
者
な
ど
に
対
す
る
交
通
安
全
教
室
を
開

催
す
る
と
と
も
に
、
運
転
者
に
対
す
る
交
通
マ

ナ
ー
の
普
及
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
歩
道
、
ガ

ー
ド
レ
丁
ル
な
ど
、
交
通
安
全
施
設
の
整
備
を

進
め
ま
す
。

　
犯
罪
の
な
い
地
域
づ
く
り
で
は
、
自
主
防
災

組
織
の
育
成
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、
こ
ど

も
1
1
0
番
の
家
の
活
用
の
啓
発
に
努
め
ま
す
。

④
消
防
・
救
急
体
制
の
充
実

　
災
害
時
の
迅
速
な
対
応
や
予
防
の
充
実
の
た

め
消
防
組
織
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
な
ど
の
消
防
資
機
材
の
整
備
や

防
火
水
槽
・
消
火
栓
な
ど
の
設
置
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
高
規
格
救
急
車
導
入
と
救
急
救
命

士
を
養
成
し
、
救
急
・
救
助
活
動
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
医
療
機
関
と
の
連
携
を
一
層
強

化
し
た
救
急
医
療
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

⑤
防
災
対
策
の
推
進

　
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
地
域
防
災
計
画

に
基
づ
い
た
危
険
箇
所
の
点
検
整
備
を
行
う
と

と
も
に
、
震
災
対
策
に
つ
い
て
は
充
実
度
が
低

い
た
め
、
市
の
地
域
防
災
計
画
の
震
災
対
策
編

を
中
心
に
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
住
居
表
示
に
つ
い
て
は
、
市
民
参
加
を
得
な

が
ら
趣
旨
の
啓
発
や
効
果
的
な
手
法
に
つ
い
て

欝

調
査
・
検
討
を
進
め
、
合
意
の
得
ら
れ
た
地
域

か
ら
実
施
し
ま
す
。

⑥
消
費
生
活
の
充
実

　
消
費
者
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
く
ら
し

の
巡
回
講
座
の
開
催
、
消
費
者
協
会
へ
の
支
援

な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
再
生
製
品
の
購
入
や

過
剰
包
装
を
求
め
な
い
な
ど
省
資
源
・
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
意
識
の
高
揚
に
努
め
、
資
源
循
環
型
社

会
を
目
指
し
ま
す
。

〈
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
雪
国
環
境
の
整
備
〉

①
冬
期
間
の
交
通
確
保

　
除
雪
路
線
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
効
率
的

な
除
雪
を
行
う
た
め
、
道
路
構
造
の
改
善
や
冬

期
以
外
の
利
用
も
考
え
た
多
目
的
な
雪
捨
場
を

確
保
し
ま
す
。
ま
た
、
雪
道
路
計
画
に
基
づ
き
効

率
的
な
歩
道
除
雪
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
除

雪
に
適
し
た
歩
道
構
造
へ
の
改
善
を
進
め
ま
す
。

　
流
雪
溝
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
水
源
の
確
保

を
図
り
な
が
ら
整
備
計
画
に
基
づ
い
て
推
進
す

る
と
と
も
に
、
晒
川
ダ
ム
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
地
下
水
の
適
正
な
揚
水
に
配
慮
し
な
が

ら
効
率
的
な
消
雪
パ
イ
プ
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

②
冬
期
間
の
安
定
し
た
生
活
確
保

　
屋
根
雪
処
理
に
つ
い
て
は
、
克
雪
住
宅
に
対

す
る
各
種
補
助
制
度
や
融
資
制
度
の
活
用
を
促

ほ
か
）

・
高
等
教
育
機
関
設
立
・
誘
致
事
業

〈
社
会
教
育
の
充
実
〉

・
生
涯
学
習
推
進
基
本
計
画
策
定

・
公
民
館
活
動
の
推
進

　
（
各
種
学
級
、
講
座
な
ど
の
開
催
）

・
博
物
館
活
動
の
推
進

　
（
各
種
公
開
展
示
、
子
ど
も
博
物
館
事
業
ほ
か
）

・
情
報
館
建
設
事
業

・
公
民
館
整
備
事
業
（
冷
房
設
備
整
備
）

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
事
業

・
青
少
年
の
地
域
活
動
活
性
化
事
業

　
（
地
域
活
動
指
導
員
の
設
置
）

・
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
事
業

〈
芸
術
・
文
化
の
振
興
〉

・
芸
術
文
化
活
動
奨
励
事
業

　
（
音
楽
・
舞
台
芸
術
鑑
賞
会
開
催
、
ア
ー
ト

　
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
）

・
芸
術
文
化
団
体
育
成
・
連
携
事
業

　
（
指
導
者
の
招
へ
い
、
地
元
指
導
者
の
育
成

　
ほ
か
）

・
文
化
財
の
保
護
と
活
用
事
業

　
（
火
焔
の
都
構
想
）

・
文
化
財
の
調
査
研
究
事
業

〈
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
〉

・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

・
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
向
上

・
健
康
・
体
力
づ
く
り
の
推
進

　
（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
充
実
）

・
各
種
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
事
業

　
（
陸
上
競
技
場
ト
ラ
ッ
ク
改
修
ほ
か
）

安
ら
ぎ
の
あ
る

　
　
　
　
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り

〈
豊
か
な
生
活
環
境
の
整
備
〉

・
上
水
道
施
設
整
備
事
業

　
（
配
水
管
新
設
・
更
新
、
水
源
井
改
修
、
浄

配
水
施
設
整
備
ほ
か
）

・
簡
易
水
道
等
新
設
事
業

・
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業

　
（
配
水
管
新
設
・
更
新
、
水
源
井
改
修
ほ
か
）

・
公
共
下
水
道
事
業

　
（
新
座
・
大
井
田
地
区
ほ
か
）

・
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

　
（
水
沢
地
区
ほ
か
）

・
流
域
下
水
汚
泥
処
理
事
業

・
農
業
集
落
排
水
事
業
（
鐙
島
・
下
条
地
区
）
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進
す
る
と
と
も
に
、
市
街
地
で
は
克
雪
住
宅
の

集
団
的
整
備
事
業
を
積
極
的
に
導
入
し
ま
す
。

　
雪
下
ろ
し
作
業
に
つ
い
て
は
、
民
間
の
建
築

関
係
機
関
の
登
録
制
度
に
よ
る
組
織
化
を
図
る

と
と
も
に
、
高
齢
者
世
帯
な
ど
を
対
象
に
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

③
住
宅
の
確
保
と
整
備

　
社
会
情
勢
の
変
化
や
地
域
特
性
に
対
応
し
た

住
宅
施
策
を
進
め
る
た
め
、
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
策
定
し
ま
す
。

　
公
営
住
宅
の
建
替
え
に
つ
い
て
は
、
高
齢
化

社
会
に
対
応
し
た
住
宅
団
地
の
整
備
を
図
る
と

と
も
に
、
中
所
得
者
層
を
対
象
に
し
た
特
定
優

良
賃
貸
住
宅
の
供
給
を
促
進
し
ま
す
。

　
一
般
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
優
良
宅
地

を
供
給
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
な
ど
に
配
慮

し
た
住
宅
整
備
に
対
す
る
補
助
・
貸
付
制
度
を

充
実
し
ま
す
。

〈
健
康
づ
く
り
と
保
健
体
制
の
充
実
〉

①
健
康
づ
く
り
の
推
進

　
市
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
意
識
の
啓
発
を
図

る
と
と
も
に
、
す
こ
や
か
エ
コ
ー
推
進
委
員
や

　
　
　

灘
騒

食
生
活
改
善
推
進
委
員
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、

地
域
ぐ
る
み
で
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
正
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
る
た

め
、
各
年
代
期
に
合
わ
せ
た
健
康
教
育
や
健
康

相
談
を
充
実
し
ま
す
。

②
地
域
保
健
体
制
の
強
化

　
保
健
・
医
療
機
関
な
ど
と
の
連
携
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
健
康
推
進
組
織
や
保
健
婦
の
活

動
を
充
実
さ
せ
、
地
域
保
健
体
制
の
強
化
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
の
活
用

と
福
祉
と
の
連
携
に
よ
る
在
宅
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
努
め
ま
す
。

③
予
防
対
策
の
強
化

　
健
全
な
母
性
の
保
護
と
育
成
の
た
め
に
、
健

康
相
談
や
乳
幼
児
検
診
・
育
児
学
級
な
ど
を
開

催
し
て
母
子
保
健
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
の
た
め
の
啓
発
普
及
や
各

種
検
診
、
人
問
ド
ッ
ク
の
受
診
を
奨
励
し
ま
す
。

　
ま
た
、
精
神
保
健
や
歯
科
保
健
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
O
1
1
5
7
や
エ
イ
ズ
な
ど
の

感
染
症
対
策
や
献
血
、
ア
イ
バ
ン
ク
な
ど
へ
の

協
力
要
請
に
も
努
め
ま
す
。

〈
医
療
体
制
の
充
実
〉

①
地
域
医
療
体
制
の
充
実

　
医
療
費
の
高
騰
に
対
す
る
市
民
意
識
の
高
揚

に
努
め
、
医
療
機
関
の
複
数
受
診
を
抑
え
医
療

費
の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
医
療
技
術
者
の

確
保
と
新
設
開
業
を
促
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
医
療
機
関
や
医
師
会
の
協
力
を
得
な

が
ら
病
院
群
輪
番
制
に
よ
る
休
日
救
急
診
療
体

制
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
夜
問
救
急
医

療
体
制
に
つ
い
て
も
医
療
機
関
や
医
師
会
と
の

協
議
を
進
め
ま
す
。

②
医
療
施
設
の
充
実

　
医
療
機
関
と
連
携
し
、
市
民
要
望
の
強
い
循

環
器
内
科
、
眼
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
の
充
実
と
麻

酔
科
、
放
射
線
科
、
皮
膚
科
、
胸
部
外
科
な
ど

の
新
設
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
医
療
機
関
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
専
門
医
師
の
確
保
に
も
努
め

ま
す
。

　
疾
病
、
負
傷
な
ど
に
よ
り
身
体
機
能
の
低
下

し
た
高
齢
者
の
家
庭
復
帰
や
自
立
を
促
す
た
め
、

中
条
病
院
が
計
画
し
て
い
る
老
人
保
健
施
設
の

整
備
を
支
援
し
ま
す
。

③
国
民
健
康
保
険
事
業
の
推
進

　
住
民
検
診
や
人
問
ド
ッ
ク
の
受
診
を
勧
め
、

健
康
の
維
持
増
進
と
疾
病
の
早
期
発
見
・
治
療

に
努
め
る
と
と
も
に
、
医
療
費
の
抑
制
と
適
正

化
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
制
度
に
対
す
る
理
解

を
深
め
、
納
期
内
納
付
の
徹
底
、
口
座
振
替
の

奨
励
、
収
納
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

〈
人
に
や
さ
し
い
生
涯
福
祉
の
推
進
〉

①
高
齢
者
福
祉
の
充
実

　
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
社
会
に
参
加

で
き
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
文
化
活
動
を

充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
シ
ル
バ
i
人
材
セ
ン

タ
ー
の
機
能
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の
た
め
に
、
在

宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

を
充
実
し
ま
す
。
ま
た
、
施
設
入
所
が
必
要
な

人
の
た
め
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
三
好

園
」
の
増
床
や
ケ
ア
ハ
ウ
ス
な
ど
の
整
備
を
進

め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
総
合
的

な
福
祉
施
設
と
し
て
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
が

連
携
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
保
健
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
ま
す
。

②
障
害
者
福
祉
の
充
実

　
障
害
の
発
生
予
防
の
た
め
健
康
管
理
や
健
康

教
育
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
障
害
者
の
生
活

支
援
の
た
め
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

・
合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
事
業

・
ご
み
焼
却
施
設
整
備
事
業

　
（
焼
却
施
設
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
）

・
飛
灰
中
間
処
理
施
設
整
備
事
業

・
広
域
火
葬
場
整
備
事
業

〈
暮
ら
し
を
守
る
環
境
・
防
災
対
策
の
確
立
〉

．
空
き
缶
等
有
価
物
集
団
回
収
奨
励
金
交
付
事

　
業

・
治
山
事
業

・
地
す
べ
り
防
止
事
業

・
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

　
（
防
護
棚
・
カ
ー
ブ
ミ
一
フ
ー
設
置
ほ
か
）

・
消
防
水
利
整
備
事
業

　
（
消
火
栓
、
防
火
水
槽
設
置
ほ
か
）

・
消
防
車
両
整
備
事
業

・
住
居
表
示
（
基
礎
調
査
ほ
か
）

〈
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
雪
国
環
境
の
整
備
〉

・
冬
期
歩
行
者
空
間
確
保
事
業

　
（
電
柱
移
設
、
歩
道
改
良
ほ
か
）

・
流
雪
溝
整
備
事
業

・
晒
川
ダ
ム
建
設
事
業

．
小
型
口
ー
タ
リ
ー
除
雪
機
械
整
備
事
業

・
克
雪
住
宅
普
及
促
進
事
業

・
克
雪
住
宅
の
集
団
的
整
備
事
業

・
住
宅
マ
ス
タ
f
プ
ラ
ン
策
定
事
業

．
市
営
住
宅
整
備
事
業
（
谷
内
丑
）

・
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
建
設
事
業

健
や
か
で
や
さ
し
さ
に

　
　
　
あ
ふ
れ
た
福
祉
社
会
づ
く
り

〈
健
康
づ
く
り
と
保
健
体
制
の
充
実
〉

・
日
本
一
の
健
康
都
市
づ
く
り
事
業

　
（
す
こ
や
か
エ
コ
ー
運
動
、
健
康
づ
く
り
フ

　
エ
ア
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、

・
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業

・
母
子
・
成
人
・
精
神
・
歯
科
保
健
事
業

〈
医
療
体
制
の
充
実
〉

・
休
日
在
宅
当
番
医
制
事
業

・
病
院
群
輪
番
制
事
業

．
医
療
施
設
の
充
実
（
診
療
科
の
充
実
ほ
か
）

・
老
人
保
健
施
設
整
備
（
中
条
病
院
）

・
人
間
ド
ッ
ク
助
成
事
業

〈
人
に
や
さ
し
い
生
涯
福
祉
の
推
進
〉

・
福
祉
施
設
整
備
事
業

（
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
建
設
、
ケ
ア
ハ
ウ

ス
建
設
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
拡
充
ほ
か
）

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
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十日町市長期発展計画

図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
健
常
者
と
障
害
者
が
共
に
生
き
る
社

会
を
築
く
た
め
、
障
害
者
の
社
会
参
加
や
就
業

機
会
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

③
児
童
福
祉
の
充
実

　
多
様
化
す
る
保
育
二
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

乳
幼
児
保
育
、
延
長
保
育
な
ど
保
育
内
容
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
市
外
児
童
の
保
育
受
入

れ
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
少
子

化
に
対
応
し
た
保
育
所
の
適
正
配
置
と
定
員
の

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
保
護
者
の
就
業
支
援
の
た
め
、
保
育
所
や
学

校
の
空
き
教
室
な
ど
公
的
施
設
を
利
用
し
た
放

課
後
児
童
対
策
を
行
い
ま
す
。

④
地
域
福
祉
の
推
進

　
民
生
児
童
委
員
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
と

連
携
し
て
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
と
活
動
の
支
援
を
行
い

ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
や
障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
に
、
公
共
施
設
の
改
善
や
段
差
解
消
、

福
祉
教
育
の
推
進
な
ど
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

⑤
国
民
年
金
事
業
の
推
進

　
老
後
の
所
得
保
障
と
し
て
重
要
な
国
民
年
金

へ
の
加
入
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
保
険
料
の

納
入
促
進
、
相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

⑥
公
的
介
護
保
険
の
推
進

　
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
介
護
の
重
要
性
が
ま

す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
る
た
め
、

国
が
策
定
す
る
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
十
日
町

市
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、

必
要
と
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
施
設
の

整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　
こ
の
章
は
、
基
本
構
想
の
将
来
都
市
像
を
目

指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
・
交
流
事
業
を
通
し

て
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
の
施
策
を
盛
り
込

ん
で
あ
り
ま
す
。
今
回
の
新
長
期
発
展
計
画
で

初
め
て
起
こ
し
た
章
で
、
目
標
と
す
る
交
流
人

口
3
倍
増
（
9
0
万
人
）
達
成
の
た
め
の
基
幹
を

な
す
章
で
す
。

入
地
域
資
源
を
生
か
し
た
観
光
の
振
興
〉

①
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り

　
観
光
客
を
呼
び
込
む
た
め
に
は
、
十
日
町
ら

し
い
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
そ
こ
で
、
雪
と
き
も
の
に
よ
る
ま

ち
の
イ
メ
ー
ジ
の
統
．
一
を
図
る
と
と
も
に
、
景

観
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
や
花
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

　
雪
ま
つ
り
を
は
じ
め
四
季
折
々
の
イ
ベ
ン
ト

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
全
国
規
模
の
各
種

イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的
に
誘
致
し
ま
す
。
ま
た
、

新
た
な
観
光
資
源
・
特
産
品
づ
く
り
を
進
め
、

名
人
・
達
人
の
登
録
と
活
用
を
行
い
ま
す
。

　
既
存
観
光
施
設
に
つ
い
て
は
周
遊
道
路
な
ど

の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
民
問
活
力
の
導

入
に
よ
る
施
設
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
通
年
観
光
地
を
目
指
し
て
、
地
域
資

源
を
組
み
合
わ
せ
た
観
光
ル
ー
ト
の
商
品
化
を

図
る
と
と
も
に
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
モ

デ
ル
周
遊
コ
ー
ス
を
設
定
し
ま
す
。

②
受
入
体
制
の
整
備

　
地
域
を
売
り
出
す
た
め
、
グ
レ
ー
ド
の
高
い

イ
ベ
ン
ト
や
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
行
う
と
と
も
に
、

来
訪
者
へ
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

　
観
光
協
会
に
つ
い
て
は
、
ソ
フ
ト
事
業
や
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機
能

の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
体
制
強
化
の
た

め
法
人
化
に
向
け
た
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
に
関
わ
る
団
体
が
連
携
し
て
受

入
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
な
ど
市
民
ぐ
る
み
で
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

の
向
上
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
越
後
妻
有
郷
観

光
協
議
会
な
ど
と
連
携
し
て
広
域
的
な
観
光
ル

ー
ト
の
設
定
や
宣
伝
、
誘
客
活
動
を
行
い
ま
す
。

③
利
雪
・
親
雪
事
業
の
推
進

　
雪
の
降
ら
な
い
地
域
と
の
交
流
の
架
け
橋
と

し
て
、
雪
国
の
行
事
や
遊
び
を
通
し
た
地
域
間

交
流
、
夏
場
に
雪
を
出
前
す
る
な
ど
雪
の
魅
力

を
P
R
し
ま
す
。
ま
た
、
積
極
的
に
雪
の
産
業

活
用
を
促
進
す
る
た
め
、
雪
利
用
施
設
へ
の
助

成
制
度
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
雪
国
文
化
を

創
造
し
ま
す
。

〈
に
ぎ
わ
い
と
魅
力
の
拠
点
整
備
〉

①
交
流
拠
点
ゾ
ー
ン
の
創
造

　
交
流
推
進
の
た
め
に
は
、
市
の
顔
と
な
り
市

民
が
誇
れ
る
施
設
の
整
備
が
不
可
欠
で
す
。
そ

の
た
め
、
十
日
町
駅
を
起
点
と
し
て
ク
ロ
ス
ー
0
、

博
物
館
を
結
ぶ
エ
リ
ア
に
、
体
験
・
学
習
型
の

交
流
拠
点
ゾ
ー
ン
を
整
備
し
ま
す
。

　
ク
ロ
ス
ー
0
周
辺
で
は
、
き
も
の
を
中
核
と
し

　
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
増
員
）

－
放
課
後
児
童
対
策
事
業
（
学
童
保
育
）

・
児
童
環
境
づ
く
り
基
盤
整
備
事
業

　
（
十
日
町
版
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
策
定
）

・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

　
（
公
共
施
設
の
改
善
、
段
差
解
消
等
）

・
介
護
保
険
事
業
の
推
進

　
（
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
ほ
か
）

ふ
れ
あ
い
が
織
り
な
す

　
　
　
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

〈
地
域
資
源
を
生
か
し
た
観
光
の
振
興
〉

・
観
光
イ
ベ
ン
ト
支
援
事
業

・
花
い
っ
ぱ
い
ま
ち
づ
く
り
事
業

・
名
人
・
達
人
ク
ラ
ブ
登
録
事
業

・
弁
天
池
周
辺
整
備
事
業

・
誘
客
商
品
開
発
事
業

・
観
光
情
報
受
発
信
事
業

　
（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
設
置
ほ
か
）

・
観
光
協
会
強
化
事
業

・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
醸
成
事
業

　
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
育
成
ほ
か
）

・
克
雪
・
利
雪
フ
ェ
ア

〈
に
ぎ
わ
い
と
魅
力
の
拠
点
整
備
〉

・
交
流
拠
点
ゾ
ー
ン
整
備
事
業

　
（
き
も
の
、
雪
、
食
を
テ
ー
マ
に
し
た
施
設
整
備
）

・
ク
ロ
ス
ー
0
機
能
強
化
事
業

・
妻
有
郷
ア
i
卜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
事
業

　
（
大
地
の
芸
術
祭
）

・
妻
有
郷
ス
テ
キ
発
見
コ
ン
テ
ス
ト
事
業

・
妻
有
郷
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
事
業

〈
リ
ゾ
ー
ト
と
の
連
携
強
化
〉

・
あ
て
ま
フ
ォ
⊥
フ
ム
運
営
事
業

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
リ
ゾ
i
卜
推
進
事
業

　
（
研
修
施
設
、
宿
泊
施
設
、
芝
生
広
場
、
遊

　
歩
道
ほ
か
）

〈
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進
〉

・
ま
ち
づ
く
り
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
織
の
設
立

・
地
域
間
交
流
支
援
事
業

・
コ
モ
市
コ
ー
ナ
ー
設
置
事
業

・
外
国
人
受
入
体
制
整
備
事
業

　
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
、
案
内
表
示
の
整
備
）
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ヤ

て
雪
．
食
を
テ
ー
マ
に
し
た
施
設
を
建
設
す
る

と
も
に
、
ク
ロ
ス
ー
0
の
機
能
強
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
交
流
拠
点
に
お
け
る
ソ
フ
ト
事
業
の
充

実
に
努
め
、
合
わ
せ
て
中
心
商
店
街
な
ど
へ
の

回
遊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、
特
色
の
あ
る
道
の
整

備
を
行
い
ま
す
。

②
里
創
プ
ラ
ン
事
業
の
推
進

　
　
「
妻
有
郷
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整
備
構
想
」

に
基
づ
き
、
十
日
町
広
域
圏
の
市
町
村
が
連
携

し
、
魅
力
あ
る
ス
テ
ー
ジ
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
資
源
を
再
構
築
し
、
地
域
へ
の

愛
着
や
誇
り
を
醸
成
す
る
た
め
、
ス
テ
キ
発
見

コ
ン
テ
ス
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
特
色
あ
る

沿
道
修
景
な
ど
の
ソ
フ
ト
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
メ
イ
ン
事
業
と
し
て
、
世
界
の
ト
ッ

プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
地
域
資
源
が
調
和
し
た
、

妻
有
郷
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
（
大
地
の
芸

術
祭
）
を
欄
催
し
ま
す
。

〈
リ
ゾ
ー
ト
と
の
連
携
強
化
〉

①
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
の
活
用
と
連
携

　
当
問
高
原
リ
ゾ
ー
ト
・
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
は
、

市
へ
の
来
訪
客
増
加
に
向
け
た
絶
好
の
拠
点
で

す
。
イ
ベ
ン
ト
の
展
開
や
食
文
化
・
土
産
品
の

開
発
な
ど
を
進
め
、
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
ヘ
の
誘
客

促
進
と
市
全
体
へ
の
回
遊
を
促
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
は
首
都
圏
を
中
心
と

し
た
法
人
企
業
を
会
員
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

新
た
な
情
報
発
信
ル
ー
ト
と
し
て
地
域
情
報
の

提
供
や
誘
客
宣
伝
に
活
用
し
ま
す
。

②
魅
力
あ
る
リ
ゾ
ー
ト
の
形
成

　
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
市
民
合
意
を

得
な
が
ら
時
代
の
二
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
効
果
的

な
開
発
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
公
共
公
益
施
設

の
誘
致
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
リ
ゾ
ー
ト
型
施
設
の
整

備
を
行
い
ま
す
。

　
〈
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進
〉

①
ま
ち
づ
く
り
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
組
織

　
の
設
立

　
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能

を
有
し
、
ま
ち
づ
く
り
団
体
の
連
携
の
主
体
と

な
る
「
ま
ち
づ
く
り
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る

組
織
」
を
民
間
と
連
携
し
な
が
ら
設
立
し
、
統

一
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
企
画
・
提
案

や
助
言
・
調
整
な
ど
を
行
い
ま
す
。

②
地
域
問
交
流
の
展
開

　
目
の
高
さ
を
同
じ
く
し
た
独
自
性
の
あ
る
地

域
問
交
流
を
促
進
す
る
た
め
、
地
域
の
交
流
活

動
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
東
京
事
務
所
な
ど

と
連
携
し
て
、
U
・
ー
タ
ー
ン
な
ど
情
報
の
受

発
信
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
「
大
好
き

十
日
町
会
」
の
再
構
築
と
地
域
内
組
織
の
連
携
・

融
合
を
進
め
ま
す
。

③
国
際
交
流
の
推
進

　
十
日
町
・
コ
モ
姉
妹
都
市
交
流
協
会
の
組
織

強
化
を
図
り
、
青
少
年
派
遣
事
業
の
再
開
な
ど

に
努
め
る
と
と
も
に
、
経
済
交
流
の
窓
口
と
し

て
常
設
の
コ
モ
市
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

　
ま
た
、
異
文
化
と
触
れ
合
う
場
な
ど
の
設
置

や
通
訳
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
外
国
人

に
や
さ
し
い
ま
ち
の
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。

④
情
報
通
信
基
盤
の
整
備

　
情
報
化
社
会
へ
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、
先

端
情
報
技
術
の
活
用
と
し
て
地
域
情
報
化
を
図

る
た
め
の
基
本
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
中
核
と
な
る
情
報
館
の
機
能
充
実
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
た
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
情
報
発
信

の
強
化
に
努
め
ま
す
。

　
〈
市
民
参
加
に
よ
る
市
政
の
推
進
と

　
　
　
　
　
　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
〉

①
市
民
参
加
に
よ
る
市
政
の
推
進

　
市
民
の
積
極
的
な
市
政
へ
の
参
加
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
市
民
参

加
と
自
治
組
織
や
ま
ち
づ
く
り
団
体
と
の
連
携

を
図
り
ま
す
。

　
広
報
．
広
聴
活
動
に
お
い
て
は
、
高
度
情
報

化
の
進
展
に
対
応
し
た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
活

用
や
市
民
と
語
る
日
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
公
正
で
開
か
れ
た
市
政
の
推
進
の
た

め
、
情
報
公
開
制
度
の
確
立
や
文
書
管
理
シ
ス

テ
ム
の
導
入
を
検
討
し
ま
す
。

②
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

　
男
女
平
等
を
め
ぐ
る
意
識
啓
発
で
は
、
学
習

機
会
の
充
実
、
リ
ー
ダ
ー
や
団
体
の
育
成
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の

社
会
参
加
を
進
め
る
た
め
、
職
場
環
境
の
向
上
、

母
子
保
健
の
充
実
な
ど
に
努
め
ま
す
。

　
女
性
の
政
策
・
方
針
決
定
の
場
へ
の
参
画
で

は
、
各
種
審
議
会
や
委
員
会
な
ど
へ
の
女
性
の

登
用
に
つ
い
て
3
0
％
以
上
を
目
標
に
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
民
と
行
政
が
一
体
に
な
っ
て
「
と

お
か
ま
ち
女
性
プ
ラ
ン
」
を
策
定
す
る
と
と
も

に
、
女
性
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

〈
行
財
政
の
効
率
化
と
計
画
行
政
〉

①
効
率
的
な
行
政
運
営

　
組
織
・
機
構
の
簡
素
化
で
は
、
行
政
課
題
や

市
民
二
ー
ズ
に
迅
速
淀
対
応
で
き
る
よ
う
常
に

組
織
・
機
構
を
見
直
す
と
と
も
に
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
の
活
用
を
進
め
ま
す
。

　
事
務
事
業
の
効
率
化
で
は
、
簡
素
合
理
化
に

努
め
る
ほ
か
、
積
極
的
な
外
部
委
託
の
推
進
を

行
い
ま
す
。

　
行
政
情
報
化
の
推
進
で
は
、
庁
内
L
A
N
の

整
備
、
戸
籍
の
電
算
化
、
文
書
管
理
の
シ
ス
テ

ム
化
を
計
画
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
住
民
票

交
付
シ
ス
テ
ム
の
開
発
導
入
を
進
め
ま
す
。

②
健
全
な
財
政
運
営

　
　
一
般
財
源
で
あ
る
市
税
や
地
方
交
付
税
の
伸

び
が
期
待
で
き
な
い
な
か
、
扶
助
費
や
借
入
金

の
返
済
な
ど
義
務
的
経
費
の
増
加
や
新
た
な
社

会
資
本
投
資
が
必
要
と
な
る
た
め
、
健
全
財
政

を
維
持
す
る
計
画
的
な
事
業
実
施
が
必
要
で
す
。

　
収
入
面
で
は
収
納
率
の
向
上
、
使
用
料
、
手

数
料
、
分
担
金
な
ど
の
受
益
者
負
担
金
の
適
正

化
と
市
債
の
計
画
的
な
発
行
、
基
金
の
充
実
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
支
出
面
で
は
事
業
の
優
先

度
や
効
率
性
を
勘
案
し
た
計
画
的
な
執
行
と
、

経
常
経
費
の
節
減
を
図
り
ま
す
。

，
〈
広
域
行
政
の
推
進
〉

①
広
域
行
政
の
推
進

　
広
域
圏
の
中
心
都
市
と
し
て
の
役
割
を
認
識

し
、
現
在
進
行
し
て
い
る
里
創
プ
ラ
ン
や
情
報

館
活
用
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
高
齢
化
対

策
な
ど
、
構
成
町
村
と
連
携
し
、
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　
地
方
分
権
へ
の
対
応
と
し
て
、
一
部
事
務
組

合
の
統
合
・
複
合
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
広

域
連
合
制
度
の
活
用
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。
ま

た
、
市
町
村
合
併
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

条
件
が
整
い
次
第
検
討
を
進
め
ま
す
。
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　「交流を通し、すてきなふるさとづくり」を目的に

平成2年5月に発足し、丸8年が過ぎようとしていま

す。市外に大好き十日町人間（十日町の応援団・ファ

ン）を増やし、交流を進めていくことが十日町の誇り

であり財産であると、大好き十日町会のボランティア

運営委員は思っています。十日町を離れた皆さんどふ

るさとをつなぐ季刊誌の発行や物産の発送、交流イベ

ントの開催など、大好き十日町人間を増やすための様々

な活動を、平成9年度も行ってきました。

今
、
私
た
ち
の
心
に
あ
る
も
の
は

人
を
愛
す
る
心
と
人
を
信
じ
る
心

　
　
　
　
　
　
　
　
お
も

そ
し
て
ふ
る
さ
と
を
想
う
心

「
大
好
き
十
日
町
会
」
は

　
　
　
　
　
　
　
き
ず
な

そ
の
大
切
な
心
を
絆
に
し
て

私
た
ち
の
未
来
を

つ
く創

っ
て
い
き
た
い
の
で
す

　
　
　
　
　
「
大
好
き
十
日
町
会
」
の
こ
こ
ろ

第
7
回
転
入
者
　
　
　
　
　
驚

　
　
　
新
採
用
者
　
の
つ
ど
い

　
　
　
　
U
タ
ー
ン
者

　
　
　
　
　
3
月
、
4
月
は
一
年
問
を
通
し
て
、
転
入
・
転
出
が

　
　
　
　
最
も
多
い
時
期
で
す
。
こ
の
つ
ど
い
は
、
縁
あ
っ
て
「
雪

　
　
　
　
と
き
も
の
の
ま
ち
」
に
転
入
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
市
内
の

　
　
　
　
企
業
・
事
業
所
に
新
採
用
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
に
U
タ
ー
ン
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
一
堂
に
集
ま
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ

　
　
　
　
た
だ
き
ま
す
。
昨
年
は
1
3
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
P
R
ビ
デ
オ
に
よ
る
市
の
概
要
や
情
報
を
お
知
ら
せ

　
　
　
　
し
た
り
、
郷
土
芸
能
を
見
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
交
流

　
　
　
　
を
持
ち
、
一
日
で
も
早
く
十
日
町
市
民
に
な
っ
て
い
た

　
　
　
　
だ
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
大
好
き
十
日
町
会
の
運
営

　
　
　
　
委
員
は
エ
ス
コ
ー
ト
役
と
し
て
、
会
場
の
ク
ロ
ス
ー
0
．

　
　
　
　
大
ホ
ー
ル
を
飛
び
回
っ
て
い
ま
し
た
。

お江戸で春が待っている

　第5回上野公園花見ツアー

下見で訪れた上野公園
桜は満開でした

首都圏の会員と市民との交流を目的に開いている花見ツアー。

今回で5回目を迎え、地元参加60人、現地集合70人の130人が集

いました。当日、上野公園の桜は満開。でも憎い雨空のために

池袋のサンシャインシティー（団体待合室）に直行し、室内で

の交流会になりました。

しかし、そこは「花より団子」。持参した料理、地酒、おにぎ

りと、ふるさとの味に舌鼓を打ちながら、天神離子の大合唱、

カラオケ、抽選会と楽しい時間があっという間に過ぎました。

第1回から振り返えると、雨、快晴、雪、快晴、雨と一年おき

の天候の巡り合わせ。今年・第6回の春は必ずや快晴になると

思われます。参加したことのない皆さん、ぜひご参加ください。
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畿醸難
繋

ふ
る
さ
と

　
春
の
十
日
町
山
菜
ツ
ア
ー

灘
懸
謹
鞭

　
東
京
駅
発
、
上
越
新
幹
線
で
越
後
湯
沢
駅
へ
。
真
新
し
い
列

車
で
十
日
町
駅
へ
。
「
ほ
く
ほ
く
線
」
開
通
に
よ
る
新
企
画
事
業

で
す
。

　
「
塩
之
又
山
菜
ま
つ
り
」
で
自
然
の
恵
み
の
山
菜
に
舌
鼓
、

残
雪
と
新
緑
の
中
で
の
山
菜
採
り
。
翌
日
は
当
間
高
原
リ
ゾ
ー

ト
、
星
と
森
の
詩
美
術
館
を
見
学
。
午
後
か
ら
は
「
き
も
の
ま

っ
り
」
で
に
ぎ
わ
う
、
き
も
の
の
街
を
思
う
存
分
に
満
喫
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
本
当
に
久
し
ぶ
り
の
山
遊
び
。
懐
か
し
く
、

良
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
」
と
、
参
加
者
2
0
人
の
皆
さ
ん
か

ら
い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
纐
灘
湊

第14回

　森林の市

　地方と都会の人たちとの交流を図る

目的で昭和59年から毎年開かれている

林野庁主催の行事で、参加も全国各地

からです。

　会場は東京・代々木公園。雪まつり

をはじめとした観光宣伝。また、そば

や地酒、みそ漬け、山菜など、十日町

の特産を展示販売し、十日町の持って

いる魅力を大いにP　Rしてきました。

第7回
少年野球交流大会

　黙灘
灘

㈱
　
繋
雛
“

灘
灘
　
灘
　
　
羅
灘

　
　
　
　
き
　

銚
㎜
繋

　
　
　
鎌
讐
黙
、
鱒

　霧懸

．
灘

　
　
灘
　
欄

　
　
鑛

　
灘
嚇

　
　
鰻

籔
黙

　少年野球を通して地域間交流を進めることを

目的とした大会です。市内から4チーム、県内・

県外から各3チームの計10チームが参加し、サ

ンスポーツランドと笹山野球場で気迫に満ちた

好ゲームが見られました。

　決勝はともに県外チーム。熱戦の末、泉台ジ

ュニアA（長野県飯山市）が優勝しました。

大
好
き
信
濃
川
S
N
O
W
8

　
　
W
A
T
E
R
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
9
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

麟
．
籔

　
　
灘
欝
騰
欝
犠

　
　
輩
ー
灘
綴
∞
心
・
塾
■
　
　
繋
鱒

　
「
大
好
き
夏
ま
つ
り
」
と
「
克
雪

フ
ェ
ア
」
を
ド
ッ
キ
ン
グ
さ
せ
た
真

夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
、
会
場
は
妻

有
大
橋
下
の
信
濃
川
河
川
敷
で
す
。

　
カ
ヌ
ー
で
の
川
下
り
や
ニ
ジ
マ
ス

の
つ
か
み
取
り
、
雪
上
宝
探
し
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
飛
ば
し
、
ミ

ニ
S
L
コ
ー
ナ
ー
、
し
ゃ
ぼ
ん
玉
遊

び
な
ど
、
楽
し
い
遊
び
が
ま
さ
に
て

ん
こ
も
り
。
ま
た
、
母
な
る
信
濃
川

を
考
え
る
「
信
濃
川
の
清
流
を
求
め

て
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
雪
に
触
れ
た
り
、
川
と
遊
ん
だ
り
、

昔
か
ら
生
活
を
と
も
に
し
て
き
た
信

濃
川
を
考
え
た
り
す
る
、
暑
い
夏
の

2
日
間
で
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／勲学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　路ξ　　’

　　　　　　　　　　　　　　季刊誌「なじよだの」
ふるさと便　　　　　　　　市報とおかまち’
5月には物産会員（64人）にふる　　十日町の情報を定期的に

さとの味覚をお届けしました。　　お届けしています。

大好き十日町会のラジオ企画コマーシャルで

　　　　　　　雪まつりを関東地区にPRノ

　「各地から雪まつりの話題が聞こえてくる季節ですが、

そもそも雪まつり発祥の地をご存知ですか？実は新潟県十

日町市なんです…」皆さんもよく知っている若山弦蔵の魅

力タップリの声が関東一円に流れます。

●TB　Sラジオ／1～2月、80秒、4回放送
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莚
職

いま甦る、太古の息吹
　　　　　　　平成9年度の遺跡発掘調査

　十日町市教育委員会では、今年度市内9遺跡で発掘調査を行いました。そ

れらは、県営ほ場整備事業、情報館建設事業、農道建設事業、リゾート開発

事業などに伴なう事前調査です。

　不順な天候の中、50人以上の方々によって調査作業を行い、その結果、貴

重な遺物や遺構が数多く発見されました。代表的な遺跡を紹介します。

遙

寿
久
保
遺
跡

　
す
　
く
　
ぽ

　
寿
久
保
遺
跡
（
下
条
貝
ノ
川
地
区
）

は
国
道
1
1
7
号
の
西
約
1
0
0
層

に
位
置
し
て
い
ま
す
。
県
営
ほ
場
整

　
　
　
し
も
ぐ
み

備
事
業
下
組
工
区
の
施
工
に
先
立
っ

て
4
月
中
旬
に
着
手
し
n
月
初
め
ま

で
の
約
7
か
月
問
に
わ
た
り
、
約
6

2
0
0
平
方
層
の
範
囲
を
調
査
し
ま

し
た
。

ヒスイ製大珠と玉

　
そ
の
結
果
、
総
重
量
で
1
0
ト
ン
を

超
え
る
縄
文
土
器
や
石
器
な
ど
が
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
き

土
し
、
住
居
跡
の
ほ
か
建
物
跡
、
礫

群
な
ど
の
遺
構
が
数
多
く
見
つ
か
り

ま
し
た
。

　
土
器
は
、
今
か
ら
4
千
年
ほ
ど
前

の
縄
文
時
代
中
期
の
後
半
か
ら
後
期

初
め
こ
ろ
の
も
の
が
大
部
分
で
、
土

製
の
フ
タ
や
注
口
土
器
が
多
い
の
が

特
徴
で
す
。

　
　
　
　
　
せ
き
ぞ
く
　
　
　
　
　
　
　
せ
っ
ぴ

　
石
器
は
、
石
鎌
、
石
槍
、
石
匙
、

　
　
せ
き
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
き
す
い

打
製
石
斧
、
磨
製
石
斧
、
石
錘
、
三

　
　
　
　
　
　
く
ぼ
み
い
し

脚
石
器
、
石
皿
、
凹
石
、
た
た
き
石
、

す
り
い
し

磨
石
、
石
核
な
ど
多
種
多
様
で
す
。

中
で
も
、
網
に
お
も
り
石
と
し
て
ぶ

ら
さ
げ
た
と
考
え
ら
れ
る
石
錘
が
多

出
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
当
時
、

盛
ん
に
川
漁
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
ほ
か
、
三
角
形
土
版
、
土
偶
、

　
　
　
　
　
た
い
し
ゅ

ヒ
ス
イ
製
の
大
珠
、
玉
（
写
真
）
な

　
ま
つ

ど
祀
り
に
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
珍
し

い
遺
物
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
大
珠
は
7
0
麿
ほ
ど
離
れ
て

出
土
し
た
2
つ
の
か
け
ら
が
見
事
に

接
合
し
ま
し
た
。
4
千
年
の
時
を
超

え
て
実
現
し
た
こ
の
快
挙
に
、
大
き

な
拍
手
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
た
て
あ
な

　
遺
構
で
は
、
竪
穴
住
居
跡
が
7
～

8
軒
、
掘
立
柱
建
物
跡
が
7
～
8
棟

の
ほ
か
、
石
組
炉
、
フ
ラ
ス
コ
状
土

坑
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
写

真
左
寄
り
の
住
居
跡
は
、
炭
化
材
が

床
付
近
に
密
集
し
て
出
土
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
火
災
で
焼
失
し
た
家
屋

と
推
定
さ
れ
ま
す
。
市
内
は
も
ち
ろ

ん
県
内
で
も
類
例
が
少
な
く
、
貴
重

な
発
見
で
す
。

　
寿
久
保
遺
跡
は
、
ヒ
ス
イ
な
ど
希

少
価
値
の
高
い
も
の
を
有
し
て
い
る

ば
か
り
で
な
く
、
ム
ラ
の
中
に
計
画

的
に
集
会
所
や
倉
庫
群
、
貯
蔵
穴
群

な
ど
を
設
け
て
食
糧
管
理
を
す
る
よ

う
な
高
度
な
技
術
と
組
織
を
も
っ
た

人
た
ち
が
住
む
大
き
な
集
落
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

一人ひとりが集まって

地球温暖化を防止しよう

　
「
エ
コ
ラ
イ
フ
ー
0
0
万
人
の
誓
い
」

と
は
地
球
の
温
暖
化
を
防
ぐ
た
め
、
あ

な
た
が
日
常
生
活
で
行
う
こ
と
を
誓
い
、

行
動
し
て
い
く
仕
組
み
で
す
。
お
友
達

や
ご
家
族
を
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
　
一
人
ひ
と
り
の
行
動
の

効
果
は
小
さ
く
て
も
、
た
く
さ
ん
の
人

が
実
践
す
れ
ば
環
境
に
や
さ
し
い
世
の

中
に
な
り
ま
す
。

「
エ
コ
ラ
イ
フ
㎜
万
人
の
誓
い
」
参
加
方
法

　
左
記
の
「
わ
た
し
も
誓
い
ま
す
」
か
ら
、
あ
な
た
の
実
践

す
る
誓
い
を
選
び
、
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係
（
費
5

7
1
3

1
1
1
内
線
1
5
7
・
1
5
8
）
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
限
”
平
成
1
0
年
1
月
3
0
日
樹

　　　　　　わたじも誓いまず
1．レジ袋やブックカバーを断遡、自分の買騨物袋やカバンな謹懇翻網霧る。

2．缶、ビン、スチ日一ル睡イなどは分別し、槻解夘睡麟。
3．冷暖屠の温度設定を夏は圏度以圭、冬は20度以蓄鷹藩る。

4．蛍髭灯や電気機器はこまめに消じ．使わ撫塒慰ま主電源を切鱗罰ン

　セントも抜く。
5．近くの買騎物などには歩くか露転車で行き、休圖の外鐵1こは鍛共交通機

　関を使う。

6．洗面や歯磨きを塗るときなどは．こまめ1こ水をとめる。

7．嚢器洗騨懸慧の給湯の温度は瀦挺《感ばな騨ギ騨ギ製の低めの濫度総設

　定誘る。
8．臼銅雑幾糟餐蕨翻晶など縫は玉翼窯一窮の翁騨だ商晶懇購入講る。

9．食撚を鐵ダ穣機使膿、省王峯懇心が麟誕調理塗る墨灘鰹鋼薩ンダ懇癒う。

聖0．環境家誹簿をつは薫、環境儀やさし騨田鴬墾活と襟っ誕騨るが灘墾膨タ

　誘る。
鑓．羨を待額購耀蒋物の積みおろ膨を蝶る時は、葭動糞⑱歪ン繊潔を甥る。

建．3階程度⑳癖鰻降翼ま羅膨べ一ターを使わ叢、階段懇使う、

72



原
田
B
遺
跡

　
原
田
B
遺
跡
（
中
条
上
原
新
町
地

区
）
は
、
旭
ケ
丘
団
地
と
の
間
の
田

畑
地
帯
に
あ
り
、
遺
跡
の
北
側
に
は

さ
い
み
よ
う
じ

才
明
寺
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
県
営

　
　
　
　
　
　
か
み
の
し
ま

ほ
場
整
備
事
業
上
之
島
工
区
の
施
工

に
先
立
っ
て
、
5
月
下
旬
か
ら
約
4

か
月
間
に
わ
た
り
、
約
2
2
0
0
平

方
層
の
範
囲
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
縄
文
土
器
や
石
器
な

ど
の
遺
物
や
、
住
居
跡
、
土
坑
な
ど

の
遺
構
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
土
器
は
、
そ
の
形
や
文
様
な
ど
か

ら
約
4
千
年
前
の
縄
文
時
代
後
期
の

前
半
の
も
の
が
中
心
で
す
。
石
器
は

石
鑑
、
石
槍
、
打
製
石
斧
、
磨
製
石

　
　
　
　
　
　
　
　
ン
つ
　
　
き

斧
、
石
皿
、
凹
石
、
浮
子
な
ど
で
す
。

　
遺
構
で
は
、
竪
穴
住
居
跡
が
7
軒
、

石
組
炉
1
基
、
フ
ラ
ス
コ
状
土
坑
3

基
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
土

坑
の
中
か
ら
は
、
写
真
の
よ
う
に
ほ

ぼ
完
形
の
土
器
が
出
土
し
ま
し
た
。

近
く
か
ら
ク
リ
の
炭
化
物
が
見
つ
か

っ
て
い
る
の
で
、
木
の
実
な
ど
を
貯

蔵
し
た
穴
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
原
田
B
遺
跡
で
見
つ
か
っ
た
遺
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
か
の
ぽ

の
多
く
は
、
才
明
寺
川
を
少
し
遡
っ

た
場
所
に
あ
る
笹
山
遺
跡
の
出
土
品

と
似
て
い
ま
す
。
当
時
、
2
つ
の
ム

ラ
が
親
し
い
関
係
を
保
ち
な
が
ら
存

在
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

春
山
遺
跡

　
春
山
遺
跡
（
下
条
水
口
地
区
）
は
、

国
道
1
1
7
号
の
西
約
3
0
0
癖
に

位
置
し
て
い
ま
す
。
県
営
ほ
場
整
備

事
業
下
組
工
区
の
施
工
に
先
立
っ

て
、
4
月
中
旬
か
ら
約
4
か
月
間
に

わ
た
り
、
2
7
5
0
平
方
暦
の
範
囲

を
調
査
し
ま
し
た
。

　
陶
磁
器
類
な
ど
の
遺
跡
が
出
土
し

た
ほ
か
、
掘
立
柱
建
物
跡
2
棟
、
井

戸
跡
2
基
な
ど
の
遺
構
が
見
つ
か
り

ま
し
た
。
ま
た
、
少
量
な
が
ら
約
6

千
年
前
の
縄
文
時
代
前
期
の
前
半
の

遺
物
も
出
土
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も

重
要
な
発
見
で
す
。

　
春
山
遺
跡
の
調
査
に
よ
っ
て
、
室

町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
、

信
濃
川
に
面
し
た
高
台
に
、
小
規
模

な
集
落
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

　
　
　
、
今
後
の

　
　
　
　
　
　
発
掘
調
査

　
平
成
1
0
年
度
は
、
下
条
、
中
条
、

十
日
町
、
川
治
の
4
つ
の
地
区
で
7

～
8
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
調
査
に
よ
っ

て
、
太
古
の
人
々
の
暮
ら
し
が
よ
り

明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
と
期
待
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
ご
支
援
い
た

だ
き
ま
し
た
多
く
の
方
々
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も

ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

「
新
潟
・
香
港
文
化
交
流
9
8
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
・
展
示
写
真
募
集

　
新
潟
・
香
港
文
化
交
流
9
8
実
行
委

員
会
で
は
昨
年
に
続
き
香
港
市
民
と

の
文
化
交
流
事
業
を
行
い
ま
す
。
事

業
内
容
は
ω
新
潟
の
伝
統
芸
能
上
演

⑭
写
真
、
染
め
物
等
展
示
⑥
市
民
交

流
（
ゆ
か
た
パ
ー
テ
ィ
ー
ほ
か
）
ω

新
潟
の
観
光
P
R
ほ
か
多
彩
な
交
流

イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
つ

い
て
は
本
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者

と
展
示
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

〈
参
加
者
募
集
〉

■
募
集
人
数
H
5
0
人
■
期
問
H
5
月

1
日
働
～
5
日
㈹
■
費
用
H
5
日
間

一
人
1
6
3
、
0
0
0
円
程
度
■
申

込
先
“
J
T
B
ラ
ポ
ー
ト
ト
ラ
ベ
ル

セ
ン
タ
ー
（
本
町
2
盈
5
7
1
5
1
2

5
）
■
主
催
H
新
潟
・
香
港
文
化
交

流
9
8
実
行
委
員
会
（
事
務
局
暦
5
7
－

0
3
1
6
）

〈
展
示
写
真
募
集
〉

　
風
景
、
産
業
、
ま
つ
り
、
人
物
を

は
じ
め
香
港
の
人
々
に
伝
え
た
い
新

潟
の
今
を
写
し
た
写
真
を
募
集
中
。

■
応
募
作
品
“
モ
ノ
ク
ロ
、
カ
ラ
ー

プ
リ
ン
ト
（
サ
ー
ビ
ス
判
以
上
～
四

ツ
切
り
ま
で
、
組
写
真
不
可
）
■
応

募
〆
切
”
3
月
3
0
日
（
当
日
消
印
有

効
）
■
応
募
条
件
”
①
未
発
表
の
自

作
品
（
一
人
何
点
で
も
可
、
応
募
作

品
は
返
却
し
ま
せ
ん
）
②
作
品
の
裏

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

画
題
、
デ
ー
タ
を
記
入
し
た
票
（
自

作
可
）
を
貼
付
③
入
賞
作
品
の
著
作

権
は
主
催
者
側
に
帰
属
し
ま
す
。
■

送
り
先
“
〒
9
4
8
1
0
0
3
1
市

内
山
本
町
3
1
9
2
0
i
1
新
潟
・

香
港
文
化
交
流
9
8
実
行
委
員
会
事
務

局
ま
た
は
カ
メ
ラ
シ
ョ
ッ
プ
ユ
ザ
ワ

店
頭
へ
。

成
人
式
を
5
月
3
日
に
行
い
ま
す

　
平
成
1
0
年
度
の
成
人
式
を
5
月
3

日
㈲
憲
法
記
念
日
に
行
い
ま
す
。

　
市
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
該
当

者
に
は
2
月
中
旬
に
案
内
文
書
を
郵

送
し
ま
す
。
ま
た
、
市
外
に
転
出
し

て
い
て
十
日
町
市
成
人
式
に
参
加
を

希
望
す
る
方
は
公
民
館
本
館
（
学
校

町
1
智
5
7
－
5
0
1
1
）
ま
た
は
各

地
区
館
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
日
時
”
5
月
3
日
㈲
憲
法
記
念

日
、
1
1
時
か
ら
1
2
時
3
0
分
（
予
定
）

■
会
場
“
ク
ロ
ス
ー
0
（
本
町
6
）
■

該
当
者
“
昭
和
52
年
4
月
2
日
～
5
3

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人
■
そ
の
他

”
①
記
念
文
集
「
二
十
歳
の
記
録
」

の
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。
原
稿
用
紙

2
～
4
枚
程
度
。
締
め
切
り
は
3
月

20

日
②
成
人
式
の
内
容
に
関
す
る
ご

意
見
・
要
望
を
社
会
教
育
課
（
公
民

館
本
館
内
・
F
A
X
5
7
1
5
0
1
0
）

に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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一

一度聴いてください、

私たちのコンサート。

私たちが音楽大好き5人組みです
このコーナーでは、登場していただくサークルを募集しています。

問い合わせは企画人事課広報広聴係厭57－3川内線2Bへ。

コンサートを目指しています。

　ピアノと歌のメンバーは、オペラ歌手・当重茜さんのレ

ッスンの中で知り合いました。アレグロという名前の由来

は、イタリア語で「陽気に、明るく」という意味です。昔

は音楽用語としても、楽しい曲風を表していたそうです。

名付け親は、もちろん当重さんです。

　昨年の12月20日、公民館で第1回目のコンサートを開き

ました。ソロ、デュオ、トリオ、クワルテットなど、ソプ

ラノ、バリトン、フルート、ピアノでいろいろな組み合わ

せを楽しみました。次回のコンサートは市報に掲載させて

いただきますので、興味のある人はぜひお出かけください。

1回目を開くまでに多くの方々の協力と励ましがありまし

た。また、今回お出でくださった方々ありがとうございま

した。心よりお礼申し上げます。皆さんのお陰で、私たち

は新しいステップを踏み出すことができました。各種問い

合わせは内山道子（盈57－4779）へ。

　アレグロはピアノ、フルート、歌と、音楽大好き人間5

人が、それぞれの特技を生かしてコンサートをやろうと集

まったグループです。まあ何とずうずうしい心臓に毛がは

えた人種だろうと思われるでしょうね…いえいえ違います。

日ごろ音楽を勉強して遅々として進まない中、人前で恥を

　　　　　　　　　　　　かいて演奏するのが上達の一

脚雛蟻難りるのですから・もちろんコ
　　　　　灘暴灘麟　　　　ンサートは無料です。曲目も

　　　　　灘辮謙喫膿

記念の第隔コンサ畔繋入れ、演奏する方も聴いてく

　　　　　　　　　　　　れる人たちも一緒に楽しめる

の
難
懸
纒
難
露
翼
爆
灘
灘
繍
難
輪
灘
雛
葱
璽
鍛
灘
灘
纏
心
羅
“
馨

材　料

　そぱ粉…1kg
　小麦粉（強力粉）…50g

　布海苔…40g
　水…600cc

嚇

嚇
　
新
そ
ば

襯　今
年
の
そ
ば
粉
の
収
穫
は
1
0

　
0
㎏
。
東
京
に
嫁
い
だ
娘
さ
ん
の

嚇馨
ご
主
人
（
工
業
高
校
の
先
生
）
の

繭　
協
力
で
作
っ
た
挽
肉
の
機
械
を
改

　
造
し
た
特
注
ロ
ロ
ロ
（
こ
ね
て
￥
切
る
、

　
一
石
二
鳥
の
機
械
）
で
、
い
と
も
簡

難

購
　
単
に
お
い
し
い
そ
ぱ
を
作
り
上
げ

　
ま
す
。
こ
の
日
も
ー
㎏
の
そ
ぱ
を

嚇
3 0
分
ほ
ど
で
作
つ
て
く
蒙
し
た
．

騰　
添
え
た
天
ぷ
ら
は
、
自
家
製
の
塩

　
漬
け
に
し
て
い
た
マ
イ
タ
ケ
で
す
。

　
〈
作
り
方
〉

　
①
布
海
苔
、
水
、
銅
板
（
布
溜
苔

鱒韓

編纏繍陶網鱒

を
真
っ
青
の
色
に
す
る
た
め
）
　
鱗

縫
薩
襲
議

入
れ
て
煮
る
。
最
初
は
強
火
￥

煮
立
っ
て
湯
気
が
出
て
き
た
ら
￥
心
麟

中
火
に
し
て
8
分
煮
る
。
　
　
　
麟

②
そ
ば
粉
・
小
麦
粉
と
布
海
苔
を
　
麟

混
ぜ
ム
ロ
わ
せ
る
（
5
分
ほ
ど
）
。

◎
棒
状
に
丸
め
て
機
械
に
2
回
通

し
て
こ
ね
上
げ
る
。
仕
上
げ
の

3
回
目
は
￥
機
械
か
ら
切
り
出
嚇
　
』

さ
れ
る
そ
ぱ
が
．
ぱ
ら
け
る
よ
嚇

藤
薪
甜
驚
噺

　　斎木喜男さん
　（北鐙坂3奮52－4770）

　日本人の食文化「そば」を大

切にしたいとの思いで、6年ほ
ど前から作り始めました。

◎
顎
轡
嬉
盤
芝
鞠
馨
懸
騒
犠
之
乏
轟
擁
心
恥

灘

このコーナーでは、登場していただく人を

募集しています。問い合わせは企画人事

課広報広聴係盈57－3111内線213へ。

鱒齢9懸翻灘
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1じホうず艦

描けたね4
⑱川治保育所

遠田有平くん
　　（5歳）

　
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
大
好
き
な
モ
ス
ラ
、

が
ル
が
ル
2
￥
ゴ
ー
ゴ
ー
の
人
形
を
も

ら
っ
た
よ
。
「
♪
モ
ス
ラ
ー
や
モ
ス
ラ
ー

…
」
歌
も
じ
ょ
う
ず
だ
よ
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

本気の本音
膨璽、会≡璽から◎へ

囲　
　
　
　
双
子
な
の
で
、
姉
だ
と
か
弟
だ
と
か
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
大
悟
も
き
っ
と
そ
う
思
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

勉
強
は
大
悟
の
ほ
う
が
で
き
る
ん
で
す
。
よ
く

教
え
て
も
ら
い
ま
す
。
こ
ん
な
時
は
双
子
っ
て

得
だ
な
な
ん
て
思
い
ま
す
。
で
も
、
お
っ

ち
ょ
こ
ち
ょ
い
で
、
よ
く
忘
れ
物
な
ん
か

す
る
よ
。
も
う
少
し
落
ち
着
い
て
行
動

し
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
。

顯　
　
　
　
二
人
と
も
小
学
校
の
こ
ろ
か
ら

　
　
　
天
理
教
の
保
育
園
で
卓
球
を

や
っ
て
い
た
の
で
、
中
学
に
な
っ
て
か
ら
も

部
活
は
卓
球
部
な
ん
で
す
。

教
え
て
や
る
ん
だ
け
ど
、

そ
れ
で
喧
嘩
に
な
る
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。

だ
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
寿
子
に
勉
強
を

　
　
　
　
　
　
　
　
時
々
真
面
目
に
聞
か
な
い
ん
で
す
よ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
っ
か
く
教
え
て
や
っ
て
い
る
ん

　
　
ち
ゃ
ん
と
聞
い
て
も
ら
わ
な
く
っ
ち
ゃ
困
り
ま
す
。

「
生
ま
れ
た
時
は
保
育
器
。
た
だ
大
き
く
な
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
今
に
な

る
と
あ
れ
も
こ
れ
も
と
欲
が
出
て
」
と
話
す
お
母
さ
ん
（
樋
口
ゆ
み
子
さ
ん
・
土
市
3
）
。
水
沢
中

｝
年
に
な
っ
た
千
寿
子
さ
ん
と
大
悟
く
ん
を
温
か
く
見
守
り
ま
す
。

水今ん　　　　　　03　“押＿　　　　ヒ沢に　　　　　　　　　　　　　　「　　　ぎ　　　　．　　保育所のカ＿なの。ザリが二、　　　稲田具唯ちゃん
中な　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　3　タニシもいるよ。カニのはさみは　　　　　（6歳）

　　　．の．一ナーで‘ま、登場して、、ただ幡藷欝　　i柿の葉っぱなの・クレヨンより本

　　　問い合わせは企画人事課広報広聴係暦57－3川内線213へ．　　　　3　物のはさみみたいになったの。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

ぞ
㌧
璽

　
私
は
3
人
兄
弟
の
末
っ
子
、
た
だ

一
人
の
男
子
と
し
て
福
崎
家
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
父
を
2
歳
で
亡
く
し
、

そ
の
後
母
が
女
手
一
つ
で
私
た
ち
兄

弟
を
育
て
て
く
れ
た
の
で
す
。

　
麻
畑
小
学
校
を
経
て
川
治
高
等
小

学
校
卒
業
の
後
、
私
は
家
で
農
業
に

従
事
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
昭
和

12

年
、
2
2
歳
の
年
に
高
田
の
独
立
山

砲
第
一
連
隊
に
入
隊
し
ま
し
た
。

　
通
常
は
入
隊
し
て
3
か
月
間
の
訓

練
期
間
が
終
わ
る
と
転
属
命
令
が
下

り
、
北
方
へ
南
方
へ
と
送
り
出
さ
れ

る
の
で
す
が
、
私
は
連
隊
の
補
充
隊

に
所
属
し
、
新
兵
や
軍
用
馬
を
戦
地

に
送
り
出
す
立
場
に
あ
り
ま
し
た
。

　
3
か
月
間
の
訓
練
を
終
え
た
新
兵

そ
れ
ぞ
れ
に
封
筒
を
渡
し
、
彼
ら
の

髪
の
毛
や
爪
を
こ
の
中
に
入
れ
さ
せ
、

引
き
換
え
に
白
い
ひ
も
に
く
く
り
付

け
た
認
識
票
を
配
る
の
で
す
。
認
識

票
と
は
死
ん
で
も
そ
れ
が
、
だ
れ
の

福崎正作さん
（田麦）79歳

このコーナーでは、登場していただく人を募集

しています。問い合わせは企画人事課広報広

聴係暦57－31目内線213へ。

死
骸
か
を
認
識
で
き
る
小
さ
な
板
で

す
。
認
識
票
を
渡
さ
れ
戦
地
に
向
か

っ
た
彼
ら
の
顔
は
今
も
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
ほ
か
主
な
任
務
に
軍
馬

の
管
理
が
あ
り
ま
し
た
。
常
時
4
6

0
頭
い
る
雄
馬
の
蹄
鉄
を
ー
か
月
ご

と
に
換
え
、
一
頭
一
頭
の
世
話
を
し

ま
し
た
。
1
3
・
1
4
年
に
は
馬
の
動
員

令
が
出
さ
れ
、
夜
業
で
一
度
に
6
0

0
頭
も
の
管
理
を
し
ま
し
た
。

　
私
は
高
田
の
連
隊
を
3
年
で
除
隊

し
た
後
、
家
に
戻
っ
て
再
び
農
業
に

従
事
し
て
い
ま
し
た
。
招
集
令
状
が

い
つ
来
る
か
と
、
落
ち
着
か
な
い
日
々

が
続
い
た
の
で
す
。
し
か
し
そ
の
後

も
招
集
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
終
戦
を

迎
え
ま
し
た
。

　
平
和
な
時
代
に
、
私
の
知
っ
て
い

る
田
麦
の
記
憶
を
後
世
に
残
せ
な
い

か
と
思
い
、
語
り
べ
と
な
り
い
く
つ

か
の
郷
土
史
を
作
り
ま
し
た
。
豊
か

な
時
代
、
若
い
世
代
に
我
々
の
世
代

の
話
は
通
じ
に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
が
自
分
の
残
せ
る
せ
め

て
も
の
遺
産
だ
と
思
っ
で
い
ま
す
。
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十日町市博物館友の会が
麟 濫

謬
爆覇嚢1

　　　　　灘　　ット罧

馨

十日町市博
喜びの受賞

バンクヘの登録に

大勢の方々の協力を

　
新
川
屋
建
設
工
業
㈱
で
は
、
住
宅
内
覧
会
の
会
場
で

実
施
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の
収
益
金
を
「
に
い

が
た
・
骨
髄
バ
ン
ク
を
育
て
る
会
」
に
寄
付
し
ま
し
た
。

　
平
成
9
年
1
1
月
末
現
在
、
全
国
で
8
9
、
1
0
0
人
、

県
内
で
ー
、
7
3
3
人
が
骨
髄
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
登
録
場
所
が
少
な
い
な
ど
の
問
題
で
登

録
数
は
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
骨
髄
提
供
に
は

4
～
5
日
の
入
院
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
も
障
害
の
よ

う
で
す
。
現
在
で
は
入
院
に
必
要
な
休
暇
制
度
が
官
公

庁
や
一
部
の
企
業
で
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
普
及
率
は
低
い
現
状
で
す
。
提
供
者
だ
け
で
は
な
く
、

家
族
や
企
業
の
理
解
と
協
力
を
必
要
と
す
る
骨
髄
バ
ン

ク
、
大
勢
の
方
々
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
第
8
回
妻
有
文
化
賞
授
賞
式
・
祝
賀
会
が
1
2
月
2
0
日

ω
、
ラ
ポ
ー
ト
十
日
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の

受
賞
は
「
十
日
町
市
博
物
館
友
の
会
」
。
友
の
会
は
会
員

数
、
活
動
内
容
と
も
全
国
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
会
と

し
て
関
係
者
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
今

年
は
「
妻
有
の
い
し
ぶ
み
」
の
刊
行
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
、
各
研
究
グ
ル
ー
プ
活
動
に
一
層
の
充
実
ぶ
り
が

目
立
ち
、
こ
れ
ら
の
評
価
が
今
回
の
受
賞
に
つ
な
が
っ

た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
「
妻
有
文
化
賞
」
は
平
成
2
年
を
第
1
回
と
し

て
第
1
0
回
ま
で
、
東
京
在
住
の
地
域
出
身
者
で
郷
土
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
き

化
の
振
興
を
願
う
有
志
か
ら
な
る
「
山
鬼
の
会
」
か
ら

の
出
資
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

纏，鰯懸
掘顧

懇

∂置ひ¢5．
市内中学校英語指導助手。
アメリカペンシルバニア州アレンタウン出身。

　さあ、また冬がやって来ました。多くのALTにとってそ

れはあることを意味する時期、つまり旅行シーズンです。

もう知っている人もいるかもしれませんが、十日町市のALT

アールとタオはすでに出発し、私も来週にはフィリピンに

出かける予定です。冬が嫌いというわけではないのですが、

寒いのは苦手です。去年のタイ旅行は、厳しい新潟の冬か

らしばし離れての、とてもすばらしい休暇となりました。

旅行から戻ればスノーボードや熱燗の酒などの楽しみがあ

りますが、今はビーチに座って冷たいビールを飲むのがす

ごく待ち遠しいです。2年前のことで覚えている人もいら

っしゃるかもしれませんが、コリン・クロスビー（前ALT）

と一緒に旅行します。また1月にお会いしましよう。

　　　　　礪麗騨鱗『……螺一　工アロン・ピータース

　　　　Well，it’s　winter　time　again，and　that　means　one

thing　to　most　ALT’s－travel里As　some　of　you　may　or　may

not　know，Tokamachi’s　other　ALT’s，Earl　and　Thao，

have　already　gone　away．1，、myself，am　Ieaving　for　the

Phi”ppines　next　week．lt’s　not　that　I　don’t　like　winter，

but　l　don’t　like　cold．Last　year　my　trip　to　Tha”and　was　a

great　break　from　the　bitter　Niigata　weather．When　I

come　back、1’m　sure川be　very　excited　for　sonw－boarding

and　hot　sake，but　for　now，1’”be　very　much　boking

forward　to　sitting　on　a　beach　and　drinking　cold　beer．I　wi”

also　be　staying　with　Co”n　Crosby，who　you　might　remem－

ber　from2years　ago．See　you　in　Januaryl

76



インド・ミテイラー地方の

儀礼と民族画展

　
、
、
＼
テ
ィ
ラ
ー
美
術
館
の
開
館
1
5
周
年
を
記
念
し
て
、

12

月
2
0
日
か
ら
2
6
日
ま
で
の
7
日
問
「
r
魂
の
原
風
景

ー
イ
ン
ド
．
、
、
＼
テ
ィ
ラ
ー
地
方
の
儀
礼
と
民
族
画
展
」

が
ク
ロ
ス
ー
0
大
ホ
ー
ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
イ
ン
ド
北
東
部
の
ミ
テ
ィ
ラ
ー
地
方
に
数

千
年
に
わ
た
り
伝
承
さ
れ
て
い
る
民
族
画
を
中
心
に
、

立
体
物
を
含
む
約
5
0
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
現

地
女
性
に
よ
る
ミ
テ
ィ
ラ
ー
画
の
手
描
き
実
演
も
行
わ

れ
、
筆
先
か
ら
描
き
出
さ
れ
る
原
ア
ジ
ア
的
な
世
界
に

訪
れ
た
人
々
は
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
同
美
術
館
で
は

今
年
も
4
月
1
7
日
か
ら
5
月
5
日
に
「
イ
ン
ド
先
住
民

族
ア
ー
ト
展
」
を
市
博
物
館
で
開
催
し
、
多
く
の
市
民

に
本
格
的
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
紹
介
を
行
う
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
「
番
号
！
　
1
、
2
、
3
、
4
、
」
き
び
き
び
し
た
団

　
　
》
フ
員
の
声
が
市
民
体
育
館
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。
新
年
4

、
よ
日
㈲
に
開
か
れ
た
消
防
団
出
初
式
で
す
．
警
備
分
団

し
し

な
に
本
部
分
団
、
1
7
の
各
分
団
か
ら
班
長
以
上
の
団
員
2
0

さ
年
6
人
が
集
合
．
昨
年
ま
で
各
地
区
ご
と
に
行
っ
て
い
た

　
　
　
　
え
を
新
た
に
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
昨
年
の
市
内
火
災
件
数
は
1
7
件
（
建
物
1
0
件
、
車
両

　
　
　
　
1
件
、
林
野
2
件
、
そ
の
他
4
件
）
。
一
人
ひ
と
り
が
注

　
　
　
　
意
し
、
消
防
車
、
救
急
車
が
出
動
し
な
い
年
に
し
た
い

　
　
　
　
も
の
で
す
。

聞
健
健
盈

○

働
き
盛
り
の
脳
卒
中
を

　
　
　
　
　
　
　
予
防
し
よ
う

　
生
活
習
慣
病
の
3
大
死
因
の
一
つ

で
あ
る
脳
卒
中
は
、
死
亡
が
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
近
年
再
び
増

加
し
、
が
ん
に
次
い
で
死
亡
原
因
の

第
2
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
脳
卒
中
と
は

　
　
　
4
迄
《
び

類　脳卒中の分

r」r

．籍薩
栓　仏

：
脳
出
血

：
・
ク
モ
膜
下
出
血

脳
梗
塞

　
脳
の
血
管
が
破
れ
た
り
（
脳
出
血
・

ク
モ
膜
下
出
血
）
、
つ
ま
る
と
（
脳
梗

塞
）
、
脳
細
胞
は
酸
素
不
足
、
栄
養
不

足
に
な
り
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
そ

の
た
め
多
く
の
場
合
、
手
足
の
ま
ひ

や
言
語
障
害
な
ど
の
後
遺
症
を
残
し

ま
す
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
寝
た
き

り
や
痴
呆
へ
と
移
行
す
る
人
も
あ
り
、

予
防
に
力
を
入
れ
た
い
病
気
で
す
。

◎
4
0
歳
・
5
0
歳
代
に
多
い
脳
出
血

　
十
日
町
市
の
脳
卒
中
死
亡
者
の
中

で
一
番
多
い
の
は
脳
梗
塞
で
す
（
円

十日町市の脳卒中の死亡状況
　　　　　　　　　　（平成3年～平成7年の合言

〈グラフ2〉　　　　　　〈グラフ1〉
40歳・50歳代の脳卒中死亡23人全体の脳卒中死亡338人

　　　　脳梗塞1人（4．3％）　　　その他の脳血管疾患57人（16．991

グ
ラ
フ
ー
参
照
）
。
し
か
し
、
4
0
歳
・

50

歳
代
で
は
脳
出
血
に
よ
る
死
亡
が

多
く
あ
り
ま
す
（
円
グ
ラ
フ
2
参
照
）
。

　
脳
出
血
は
、
急
激
な
血
圧
の
上
昇

を
き
っ
か
け
に
血
管
が
破
れ
て
お
こ

り
ま
す
。
高
血
圧
は
自
覚
症
状
が
な

い
こ
と
が
多
く
、
働
き
盛
り
の
年
代

で
は
軽
く
見
ら
れ
が
ち
で
す
。
し
か

し
、
平
成
9
年
度
住
民
健
康
診
査
で

は
、
4
0
歳
・
5
0
歳
代
の
男
性
5
人
に

1
人
が
血
圧
で
要
注
意
で
し
た
。
働

き
盛
り
は
、
健
康
よ
り
仕
事
に
重
点

が
お
か
れ
る
た
め
、
過
労
、
ス
ト
レ

ス
が
た
ま
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま

た
食
事
・
睡
眠
・
休
息
等
も
乱
れ
が

ち
に
な
る
た
め
、
高
血
圧
を
お
こ
し

や
す
い
条
件
を
持
っ
て
い
ま
す
。
4
0

歳
・
5
0
歳
代
の
脳
卒
中
死
亡
者
は
、

23
人
中
2
0
人
が
男
性
で
し
た
。

　
一
年
に
一
度
は
健
康
診
査
を
受

け
、
血
圧
等
に
異
常
が
な
い
か
を
知

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
異
常
が
あ
れ

ば
、
日
常
生
活
に
気
を
つ
け
、
脳
卒

中
の
危
険
を
遠
ざ
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
計
　
　
　
　
　
％
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

脳硬塞

懸4戴
63．3騰欝欝

脳梗塞1人（4．3％

クモ膜下出血
8人（2．4％））ク

（保健所年報よ
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か
け
ま
せ
ん
か

醐
難

1
月
の
「
子
供
映
写
会
」

笏
日
時
”
1
月
2
4
日
ω
午
前
1
0
時
～
笏
場

所
H
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
笏
内
容
H
と
ら

ね
こ
め
い
た
ん
て
い
、
ち
ゅ
う
し
ゃ
の
こ

わ
い
ム
ー
じ
い
さ
ん
（
ア
ニ
メ
）
ほ
か
笏

入
場
料
H
無
料
笏
間
合
せ
H
少
年
育
成
セ

ン
タ
ー
（
盈
5
7
1
8
9
1
8
）
へ
。

十
日
町
お
や
こ
劇
場

　
　
新
春
お
た
の
し
み
会

笏
日
時
U
1
月
31
日
ω
午
後
2
時
3
0
分
～

4
時
3
0
分
笏
場
所
H
公
民
館
本
館
第
一
集

会
室
務
参
加
費
U
2
百
円
笏
内
容
n
暗
や

み
豆
ま
き
会
、
ポ
ケ
モ
ン
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ

ズ
、
お
楽
し
み
抽
選
会
雛
間
合
せ
U
水
落

　
（
盈
56
1
2
1
4
4
）
池
田
（
盈
5

2
1
5

3
5
2
）
へ
。

ド
ー
ム
中
里
き
☆
ら
・
ら

　
　
　
　
1
月
の
定
期
投
影

笏
日
時
H
1
月
1
8
日
㈲
、
2
5
日
㈲
、
午
前

11
時
か
ら
4
0
分
間
笏
場
所
U
中
里
村
U
モ

ー
ル
霧
入
場
料
H
一
般
一
2
百
円
、
中
学
生

以
下
”
百
円
笏
間
合
せ
H
中
里
村
教
育
委

員
会
（
費
6
3
－
4
4
7
8
）
へ
。

◆
平
成
1
0
年
度
市
奨
学
生
募
集

笏
資
格
H
1
0
年
度
に
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
、
短
期
大
学
、
大
学

寄繕あoがとう
　　　12月麗臼届繊出勢ま響（敬称略〉

蘭地域福祉事業へ箪ぬ頓ぎ佛壇店

体町4・下島、浄財金・51，鯉随
脳粒会福祉事業燕瓢庭野田敬（東禁
都縫，姦◎◎，◎0◎周）

鶴赤鞭羽根薬同募金へ叢馬場嫁誘
（蕃歳町穀◎，◎◎◎周）福島安太郎（蝶・

＄，㊤⑧⑧陶〉鋤一撚きが騰う磁，245

隙麟嚢㈱，の⑧⑧騰臨姦鋤，◎⑧◎）

躍羽根翔荘《零伸i婬会驚，舗◎田）中

条嚢礁，翻藤騨杉の蓬響熟銘灘ブ総，

翻⑧團1

盤鼓残館図書室薦峯馴闘蕉美畢体

購籔）載幽裁《幣糊籐購）業圏町精

轍簸沼郡匿騨会、譲条鱒難較創立翻

瑚隼認念事業簾癒委鎖嚢、

蘭購報館建設準備肇織馨溝沢栄輔

棄鞭購叢欝撚闘男薙塩沢駆〉繋田

鷹踏青翻会《代表魁洲饗i麗）

に
進
学
予
定
か
在
学
中
で
、
次
に
該
当
す

る
人
。
①
市
内
に
3
年
以
上
住
ん
で
い
る

世
帯
の
子
弟
②
学
業
成
績
が
優
秀
と
認
め
、

ら
れ
る
人
③
経
済
的
な
理
由
で
学
資
の
支

払
い
が
困
難
な
人
④
心
身
と
も
に
健
康
な

人
勿
奨
学
金
の
月
額
H
▼
高
等
学
校
…
1

万
円
▼
高
等
専
門
学
校
…
ユ
万
8
千
円
▼

市
内
専
修
学
校
…
1
万
5
千
円
▼
市
外
専

修
学
校
…
2
万
円
▼
短
期
大
学
…
3
万
5

千
円
▼
大
学
…
3
万
5
千
円
笏
貸
与
期
間

H
1
0
年
4
月
か
ら
在
学
す
る
学
校
の
最
短

修
業
年
限
の
終
了
ま
で
笏
提
出
書
類
H
①

奨
学
金
貸
与
願
書
②
在
学
（
卒
業
）
学
校

長
の
推
薦
書
③
成
績
証
明
書
④
戸
籍
謄
本

と
住
民
票
謄
本
③
医
師
の
健
康
診
断
書
⑥

9
年
度
市
県
民
税
所
得
課
税
証
明
書
（
世

帯
全
員
が
載
る
も
の
）
笏
申
込
み
H
1
0
年

2
月
2
7
日
樹
ま
で
に
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
へ
。
願
書
も
同
課
に
あ
り
ま
す
。
3

月
下
旬
に
奨
学
生
を
内
定
し
、
月
末
ま
で

に
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。

◆
看
護
婦
・
理
学
療
法
士
等
修
学
資
金
貸

付
金
　
笏
資
格
H
看
護
婦
・
理
学
療
法
士

等
を
養
成
す
る
も
の
で
、
卒
業
後
十
日
町

市
内
に
お
い
て
そ
の
業
務
に
従
事
し
よ
う

と
す
る
人
。
教
育
委
員
会
の
奨
学
金
を
受

け
て
い
な
い
人
。
笏
貸
与
金
額
H
月
額
2

万
5
千
円
勿
提
出
書
類
H
①
貸
与
申
請
書

（
健
康
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
）
②
成
績
証

明
書
③
健
康
診
断
書
④
保
証
書
笏
申
込

み
・
問
合
せ
H
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係

へ
。◆

ご
存
知
で
す
か
！
少
額
訴
訟

　
1
0
年
1
月
1
日
施
行
の
民
事
訴
訟
法

で
、
少
額
訴
訟
手
続
き
が
新
し
く
設
け
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
簡
易
裁
判
所
で
取

り
扱
わ
れ
る
民
事
訴
訟
の
う
ち
、
金
額
が

30
万
円
以
下
の
金
銭
支
払
い
を
め
ぐ
る
ト

ラ
ブ
ル
に
限
り
、
原
則
1
回
の
期
日
で
直

ち
に
判
決
を
言
い
渡
す
手
続
き
で
す
。
裁

判
所
で
は
、
少
額
訴
訟
手
続
き
を
説
明
し

た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
手
続
き
に
必
要
な
定

型
訴
状
用
紙
や
定
型
答
弁
書
用
紙
を
備
え

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

油
流
蒙
事
赦
懸
続
発
じ
羅
雛
鎌
麟
，

　
　
　
～
貯
蔵
・
取
ゆ
扱
糖
羅
注
惹
じ
ま
じ
諜
う
5

　
最
近
、
重
油
陰
ε
の
管
理
鞭
取
婆
扱
騨

不
溝
意
懸
、
流
集
事
故
輝
起
き
羅
鱒
謙
誘
。

重
油
瀬
ゼ
溺
澗
矧
に
流
蕊
畿
婁
灘
、
氷
質

簿
濁
や
水
園
《
羨
き
陰
悪
影
響
懸
藻
ぽ
迄

諜
塗
。
ま
濾
、
僑
濃
期
の
氷
を
氷
道
氷
蕊

迄
欝
取
水
し
て
騨
る
瀧
流
域
の
辮
購
獄
鹸

も
、
そ
の
被
害
が
懸
念
愚
撚
象
塗
。

　
最
近
の
事
例
は
、
①
あ
る
事
業
簸
の
地
、

下
タ
ン
ク
庭
重
油
懇
給
油
誘
る
際
、
残
量

を
確
認
し
懸
が
っ
艶
難
め
重
漉
鱒
あ
ぶ
総

潅
。
②
事
業
簸
懸
繋
猿
－
鷺
ー
庭
給
油
畷

給
油
者
輝
ぞ
の
場
懇
離
撚
艶
艶
瀬
、
馨
裟

鎌
溺
給
油
國
が
窃
ぽ
讃
燕
、
軽
漉
離
流
細

鵠
だ
。
③
事
業
辮
の
貯
蔵
タ
ン
タ
藻
腐
嚢

し
て
瞬
藩
、
糞
ン
タ
内
の
重
油
瀞
瀧
総
畿

だ
。
嶽
ど
、
輪
謬
れ
も
ち
ょ
つ
と
じ
艶
不

淫
意
溺
原
困
で
す
。

　
流
臨
事
敵
を
防
止
す
る
驚
め
、
次
の
滋

と
に
ご
注
意
く
だ
さ
憐
、

①
消
防
法
で
、
地
下
タ
ン
ク
貯
蔵
所
や
移

◆
雪
国
と
お
か
ま
ち
（
ビ
デ
オ
）
販
売
中

　
全
国
の
小
学
4
年
生
が
、
十
日
町
の
冬

の
く
ら
し
に
つ
い
て
学
習
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
そ
の
学
習
の
副
読
本
と
し
て
、

雪
国
と
お
か
ま
ち
（
ビ
デ
オ
）
を
制
作
し

ま
し
た
。
時
問
は
約
2
0
分
で
す
。
ま
た
、

雪
国
と
お
か
ま
ち
の
冊
子
も
あ
り
ま
す
。

笏
価
格
ロ
ビ
デ
オ
、
冊
子
と
も
そ
れ
ぞ
れ

2
千
円
笏
問
合
せ
H
企
画
人
事
課
広
報
広

聴
係
へ
。

動
窮
潔
炎
驚
蔵
辮
拠
繁
灘
鍵
滋
ー
饗
ー
糊

懸
澄
ぽ
、
窮
繋
鍵
漁
配
讐
縫
腐
嚢
講
麟
巻
’

が
懸
樋
熱
懇
確
認
誘
蕎
建
期
燃
検
藻
義
務

継
獄
鑛
総
羅
麟
談
灘
、
集
霊
國
鱗
叢
繋
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

穫
雛
難
謙
う
。
※
詳
綱
ぽ
漸
繋
獺
驚
難
載

消
隣
黍
部
盆
駆
i
塗
籔
轟
纏
驚

②
家
灘
網
添
－
訟
講
灘
鎌
獲
雛
灘
雛
顯

状
溌
巻
圏
麟
講
滋
獄
銘
難
蕊
穰
霧
蓼
．
雛

躍
．
給
濾
の
際
獲
癒
濾
慧
懇
訟
鱒
謙
磁
灘
、

う
。

　
簿
鍵
㎜
、
漉
⑳
灘
薬
溝
灘
類
艶
場
糞
磯

数
の
樋
灘
総
が
の
機
関
蕪
蓮
絡
嚢
濾
懸
鱒
．

○
講
臼
購
地
域
淵
防
繋
部

○
構
幾
鐘
活
諜
盤
溝
環
境
係
盆
騨
ー
＄

　
玉
並
愚

○
建
設
欝
僑
濃
鯛
難
講
事
務
辮
繋
國
購
畿

　
張
鱗
釜
駆
1
2
歪
＄
幽

○
牽
観
慰
墨
講
蕪
務
議
継
麟
騨
ー
㊥
縫
纏

　
2
）

霧
，
｝

　
　
　
鍵
，
，

　
灘
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一
●

竃　　■

◆
雪
ま
つ
り
雪
上
力
i
ニ
バ
ル
予
約
ゾ
ー

ン
券
第
4
9
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
雪
上
力

ー
ニ
バ
ル
予
約
ゾ
ー
ン
券
の
予
約
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

笏
種
類
H
A
ゾ
ー
ン
”
2
千
5
百
円
、
B

ゾ
ー
ン
”
千
5
百
円
笏
申
込
み
H
雪
ま
つ

り
事
務
局
（
智
5
7
1
3
3
4
5
）
へ
。

◆
臓
器
移
植
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
配
備
し
ま
し

た
　
　
「
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
」
が

昨
年
1
0
月
1
6
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
施
行
前

ま
で
の
腎
臓
及
び
角
膜
移
植
に
加
え
て
、

心
臓
、
肺
、
肝
臓
な
ど
に
つ
い
て
も
移
植

で
き
る
み
ち
が
開
か
れ
ま
し
た
。
郵
便
局

で
も
臓
器
提
供
者
の
確
保
の
た
め
の
ド
ナ

ー
カ
ー
ド
の
普
及
に
協
力
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
、
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
は
各
郵
便
局
の
窓
口
に
備
え
付
け
て

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
笏

問
合
せ
H
十
日
町
郵
便
局
総
務
課
（
智
52

1
2
3
9
1
）
へ
。

◆
平
成
1
0
年
度
第
1
学
期
放
送
大
学
学
生

募
集
　
笏
募
集
す
る
学
生
の
種
類
H
①
選

科
履
修
生
（
1
年
間
在
学
す
る
学
生
、
入

学
料
6
千
円
）
②
科
目
履
修
生
（
6
か
月

間
在
学
す
る
学
生
、
入
学
料
4
千
円
）
※

授
業
料
は
1
単
位
あ
た
り
4
千
円
笏
願
書

受
付
期
間
H
2
月
1
5
日
㈲
ま
で
笏
問
合
せ

H
放
送
大
学
新
潟
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー

（
費
伽
－
鵬
1
2
6
5
1
）
へ
。

◆
十
日
町
が
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
ま
す

①
N
H
K
総
合
テ
レ
ビ
「
小
さ
な
旅
」
勿

放
送
日
H
1
月
1
7
日
ω
午
後
6
時
1
0
分
～

6
時
4
0
分
、
1
8
日
㈲
午
前
8
時
～
8
時
3
0

分
笏
内
容
口
市
内
鉢
集
落
の
初
冬
の
生
活

②
N
H
K
総
合
テ
レ
ビ
「
な
ぞ
解
き
歳
時

記
」
勿
放
送
日
H
1
月
1
3
日
㈹
午
前
1
0
時

45
分
～
1
0
時
5
5
分
③
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
（
N

S
T
新
潟
総
合
テ
レ
ビ
）
「
と
き
め
き
2
泊

3
日
」
笏
放
送
日
”
1
月
1
9
日
㈲
午
後
7

時
～
7
時
54
分
笏
内
容
H
十
日
町
の
食

（
そ
ば
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
）
の
紹
介
笏
リ
ポ

ー
タ
ー
u
山
本
太
郎
、
斎
藤
慶
子

舳
珍
　
加
し
ま
せ
ん
か

親
が
子
に
つ
た
え
る

　
　
　
　
　
　
　
体
験
学
習

～
ワ
ン
ダ
フ
ル
バ
ー
ド

　
　
　
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
h
佐
潟
～

笏
日
時
H
2
月
7
日
㈹
∵
8
日
㈲
（
1
泊

2
日
）
笏
場
所
”
県
立
青
少
年
研
修
セ
ン

タ
ー
笏
定
員
H
7
0
人
笏
参
加
費
H
2
千
8

百
円
（
食
費
、
シ
ー
ツ
代
、
保
険
料
ほ
か
）

笏
申
込
み
H
1
月
31
日
ω
ま
で
に
電
話
で

県
立
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
（
盈
0
2
5

6
1
7
7
1
2
1
1
1
）
へ
。

ス
ポ
ー
ツ
・

　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

〈
今
年
は
4
年
に
一
度
の
市
民
体
育
大
会

の
年
で
す
〉
　
大
会
は
9
月
6
日
㈲
に
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

〈
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
＆
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
第
3

期
開
始
〉
※
会
場
・
問
合
せ
は
、
総
合
体

育
館
（
智
5
2
－
4
3
7
7
）
へ
。

①
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
（
昼
の
部
）
笏
日

時
H
1
月
2
0
日
㈹
～
3
月
3
日
㈹
ま
で
の

第
4
火
曜
日
を
除
く
毎
週
火
曜
日
午
前
9

時
3
0
分
～

②
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
（
夜
の
部
）
霧
日

時
H
1
月
2
2
日
㈲
～
3
月
5
日
㈲
ま
で
の

毎
週
木
曜
日
午
後
7
時
3
0
分
～

③
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
傷
日
時
H
1
月
2
1

日
㈱
～
3
月
4
日
㈱
ま
で
の
毎
週
水
曜
日

午
後
7
時
3
0
分
～

④
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
笏
日
時
H

1
月
21
日
㈱
～
3
月
4
日
㈱
ま
で
毎
週
水

曜
日
午
後
7
時
3
0
分
～

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　　　　おまちしてます
／一φ，おじゃまします’

2月は26日㈱です

時間午後7時～9時
　　（先着2組、1組50分）

　
着
室
月
広
ん

後
先
長

　
（
市

　
　
　
場
込

　
　
　
会
申申し込み　1月26日（月）までに企画人

　　　事課広報広聴係へ。

※市長が皆さんの所へ出かけて話し

合う「おじゃまします暖和室」は

　随時受け付けています。

ゆずります

ゆずってください
＊消費者協会（市民生活課生活環境係）へ

品　　　　名 規　格 希望価格

立オッコ（樹木）4本
樹齢50年
高さ2～2．4m
幹囲り23～35cm

1本10～18万円

移植費用は
希望者負担

ノルディックスキー一式 中学生用
身長157cm靴25cm 相談で

ノ璽 イ ク スクーター
　50cc

〃

除 雪 機
手押し用
2冬使用 2万円

和 服　用
（未使用2本〉

世
田 ①赤地に柄

②銀地に花柄
1本千円

　　　　　　　簸　　　　　　　獲　　　　　　縫　　　　　難　　　　嚢　　　懇　　懸　縫離

ウォークマン
録音再生のMD
メーカー問わず 1万円位

チャイルドシート 無　料

小型液晶テレビ 　携帯用
メーカー問わず 相談で

ルームランナー 〃

テーブル・椅子セット 6人掛け用 〃

パン焼　き　器 家庭用 5千円以内
相談で

ぶら下がり健康器 2　台 無　料

事務用椅子
キャスター付き

　5～10脚
相談で

⑤
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
笏
日
時
H
1
月

～
3
月
の
期
間
、
月
曜
～
金
曜
ま
で
の
午

後
と
夜
間
は
、
指
導
員
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
に
常
駐
し
て
い
ま
す
。

⑥
市
民
体
力
テ
ス
ト
　
　
笏
日
時
H
1
月

28
日
㈱
午
後
7
時
～
笏
参
加
費
H
3
百
円

〈
第
1
3
回
十
日
町
4
時
間
ト
ラ
イ
ア
ル
レ

ー
ス
〉
　
笏
日
時
目
2
月
1
4
日
ω
・
1
5
日

㈲
笏
場
所
“
笹
山
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス

キ
ー
コ
ー
ス
（
1
周
3
㎞
）
笏
定
員
H
個

人
“
2
5
0
人
、
リ
レ
ー
5
0
チ
ー
ム
笏
参

加
費
口
個
人
“
2
千
円
（
小
中
学
生
は
千

円
）
、
リ
レ
ー
”
6
千
円
（
小
中
学
生
の
部

は
4
千
円
）
笏
申
込
み
H
1
月
31
日
ω
ま

で
に
中
条
地
区
公
民
館
（
智
52
－
2
7
4

8
）
へ
。

除
雪
機
の

　
　
休
日
緊
急
修
理
店

ー
月
旧
日
㈱

18
日

（日）

25
目
㈲

　
　
　
　
ラ

2
月
ー
日
日

　
　
　
　
（

　
　
ラ

8
日
日

　
　
（

H
日
㈱

旧
日
⑪

22
日
側

　
　
　
　
ラ

3
月
－
日
日

　
　
　
　
（

大
島
機
械

　
（
智
52
1
7
2
9
2
）

新
潟
イ
セ
キ
販
売
㈱

　
（
智
5
2
1
6
0
3
4
）

㈱
新
潟
ク
ボ
タ

　
（
智
5
0
1
1
1
2
1
）

㈲
斎
藤
農
機

　
（
智
5
8
－
3
7
9
4
）

長
野
工
機

　
（
智
52

－
5
2
4
5
）

㈱
片
桐
寅
蔵
商
店

　
（
智
5
7
－
0
0
0
3
）

㈲
柳
電
機
商
会

　
（
智
52
1
2
7
6
9
）

㈱
ヤ
ン
マ
ー
農
機
新
潟

　
（
盈
5
5
1
2
3
1
7
）

金
崎
農
機

　
（
盈
5
7
1
4
6
4
0
）
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熱
灘
躍

轟
講
衡

藏
、

懇

十
日
町
市
史
を
読
む
⑩

艶

古
代
の
嶽
鐘

　嚢嚢嚢

　
　
　
　
霧

鑛
響
脳

　
今
か
ら
千
四
百
年
か
ら
千
七
百
年

前
は
、
全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
古

墳
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
の
で
、
古
墳

時
代
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ま
り

市
内
を
は
じ
め
と
し
て
妻
有
と
呼
ば

れ
る
地
域
に
は
、
古
墳
は
発
見
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　
古
墳
が
無
い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ

の
こ
ろ
人
が
生
活
し
て
い
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
み
や
　
　
や
な

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
宮
の
柳

ぎ
　
だ

木
田
遺
跡
は
、
県
内
で
も
発
見
例
の

少
な
い
古
墳
時
代
前
期
（
約
千
七
百

年
前
）
の
遺
跡
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘灘難

柳木田遺跡出土の土師器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ゆ
う
ま

　
牧
脇
の
観
音
さ
ま
の
下
、
入
間
川

と
信
濃
川
の
合
流
点
の
す
ぐ
上
に
あ

り
ま
す
。
昔
の
人
に
と
っ
て
は
、
川

沿
い
の
低
湿
地
が
稲
作
の
適
地
で
暮

ら
し
や
す
い
場
所
で
あ
っ
た
ら
し
く
、

縄
文
時
代
後
期
、
弥
生
時
代
中
期
、

古
墳
時
代
前
期
、
奈
良
時
代
、
平
安

時
代
、
室
町
時
代
の
遺
物
や
住
居
跡

が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
四
千
年
前

か
ら
五
百
年
前
ま
で
、
お
よ
そ
三
千

五
百
年
問
に
わ
た
っ
て
何
回
も
ム
ラ

が
営
ま
れ
た
わ
け
で
す
。

　
ム
ラ
が
連
続
し
て
営
ま
れ
な
い
の

は
、
信
濃
川
や
入
間
川
の
洪
水
の
た

め
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
住
居
跡
の
な

か
に
欠
け
た
も
の
も
あ
る
か
ら
で
す
。

そ
の
た
め
ム
ラ
全
体
の
規
模
は
分
か

り
ま
せ
ん
。

　
古
墳
時
代
に
な
る
と
、
い
っ
そ
う

さ
ま
ざ
ま
な
土
器
が
つ
く
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
写
真
は
柳
木
田

　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
じ
　
き

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
師
器
で
す
。

土
師
器
は
、
弥
生
時
代
の
土
器
の
系

統
で
、
比
較
的
低
い
温
度
で
焼
か
れ

た
柔
ら
か
な
土
器
で
す
。

　
上
段
の
二
つ
は
壷
。
中
段
の
左
二

　
　
　
　
　
　
か
め

つ
は
鉢
、
右
は
甕
。
下
段
の
左
三
つ

は
上
に
底
の
丸
い
壷
な
ど
を
載
せ
る

き
だ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
き

器
台
。
右
の
二
つ
は
杯
（
椀
）
で
す
。

　
　
　
（
通
史
編
1
　
古
代
の
妻
有
）

、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　とおかまiあ

　　の
　　購　　7纏慧雛　，

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　⑭　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　ローム層（火山灰）　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　暖冬で過ごしやすく、注意深く見渡すと気のはやいフキノトウが縣農崖蕊　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　ています。そんな晴れた日に高台から見渡すと、信濃川の両側に階段状に河岸段丘　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かせいだんきゅっ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　（成因を明示する場合は河成段丘）が発達しているのがよく分かります。平　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だんきゅうれき　　　　　だんきゅうがい　　ベ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　らな面を段丘面、急な段丘礫の崖を段丘崖と言います。これはかつての信濃　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　川の堆積作用と侵食作用で造られた地形で、一般に高い段丘面ほど形成期が　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　古い。十日町では上の珠川の面から下の姿の面まで全体で9段におよんでい　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　ます。このうち市街地より上の段丘では段丘崖に段丘礫だけでなく、その上　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　に褐色で粘土質のローム（写真）も見られます。この土を茶碗に少し入れ、　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　水でといて濁り水を流し、虫めがねで見ると白色の軽石や火山ガラス等が見　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　えます。この特徴から火山であることが分かります。河岸段丘が形づくられ　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　た時代は、比較的近いところで火山活動のあった時代でもあります。　　　　
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十目町市民の動き

（12目末日現在）

44，916人（前目比＋21）

22，067人（ノソ　＋2）

22，849人（ノノ　＋19）

（前目比十14）12，938

■人ロ

　男
　女
■世帯数

ホ
ッ
ト
ひ
と
息
－
　
ー

　
　
　
編
・
集
・
室

　
昨
年
京
都
で
国
際
会
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
1
9
9
8
年
は
、
ち
ょ
つ
と
お

お
げ
さ
に
い
え
ば
、
私
た
ち
に
と
っ
て
地

球
温
暖
化
防
止
元
年
だ
と
思
い
ま
す
。
経

済
大
国
と
言
わ
れ
る
日
本
で
す
が
、
国
民

の
地
球
環
境
保
護
に
対
す
る
意
識
は
ま

だ
ま
だ
低
い
の
が
現
状
で
す
。
例
え
ば
消

費
大
国
と
言
わ
れ
る
ア
メ
リ
カ
で
す
が
、

ス
ー
パ
ー
を
の
ぞ
い
て
み
る
と
か
な
り
様

子
が
違
っ
て
い
ま
す
。
消
費
者
の
手
に
は

ビ
ニ
ー
ル
の
買
い
物
袋
は
見
ら
れ
ず
、
自

分
で
袋
や
箱
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
そ
う

で
な
い
人
は
、
レ
ジ
で
1
枚
5
～
1
0
円
の

袋
を
買
う
こ
ど
に
な
り
ま
す
。
野
菜
は
規

格
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
昔
な
が
ら
の
量

り
売
り
で
、
ス
チ
ロ
ー
ル
製
の
ト
レ
イ
は

使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
空
き
缶
は
1
個
5

～
1
0
円
で
ス
ー
パ
ー
が
引
き
取
っ
て
く
れ

る
の
で
、
路
上
に
は
ま
ず
落
ち
て
い
ま
せ

ん
。
何
十
年
か
前
ま
で
は
日
本
の
ど
こ
の

家
庭
に
も
あ
っ
た
買
い
物
か
ご
の
文
化
を

見
直
し
て
み
る
の
も
い
い
で
す
ね
。
㊥
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